
最
近
、
保
育
所
や

小
学
校
の
歯
科
検
診

に
行
く
と
、
多
数
歯

に
わ
た
り
虫
歯
が
あ

る
子
と
、
ほ
と
ん
ど

な
い
子
に
二
極
化
し

て
い
る
。
早
期
に
歯
科
医
院
に

通
院
し
、
適
切
な
処
置
と
指
導

を
受
け
て
い
れ
ば
、
こ
こ
ま
で

に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
経
済

的
な
要
因
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

石
川
県
は
、
外
来
で
は
三
歳

未
満
に
、
入
院
で
は
小
学
校
未

就
学
児
に
医
療
費
を
助
成
し
て

い
る
（
平
成
二
十
二
年
度
の
県

の
負
担
額　

三
・
九
億
円
）。
保

護
者
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、
医

療
機
関
の
窓
口
負
担
か
ら
千
円

を
差
し
引
い
た
金
額
が
、
二
〜

三
カ
月
後
に
指
定
口
座
に
振
り

込
ま
れ
る
（
償
還
払
い
）。
全

国
的
に
は
、
直
接
患
者
に
医
療

の
サ
ー
ビ
ス
を
給
付
す
る
方
式

（
現
物
給
付
）
が
多
く
な
っ
て

い
る
。

し
か
し
、
石
川
県
内
の
市
町

が
独
自
に
医
療
費
助
成
の
充
実

を
は
か
り
、
医
療
機
関
の
窓
口

で
無
料
に
す
る
と
、
石
川
県
乳

幼
児
医
療
費
助
成
事
業
補
助
金

交
付
要
綱
に
、県
の
医
療
費（
補

助
基
本
額
）
は
「実

際
に
医
療

機
関
に
支
払
っ
た
額
−

1,000
円

」と
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、

県
の
補
助
基
本
額
が
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
石
川
県
議
会
六
月
定

例
会
で
も
「
石
川
県
乳
幼
児
医

療
費
助
成
事
業
補
助
金
交
付
要

綱
の
一
部
改
正
を
求
め
る
請

願
」
が
全
会
派
一
致
で
採
択
さ

れ
、
是
正
を
求
め
て
い
る
。

今
後
さ
ら
に
、
現
物
給
付
方

式
へ
の
変
更
と
、
助
成
対
象
者

の
拡
大
が
待
ち
望
ま
れ
て
い

る
。

今月の会員数／1,030人（医科730人・歯科300人）

主な記事
　２面 保険審査通信に寄せられた相談
　３面 放射線被ばくの健康被害
４面～５面 東日本大震災・座談会
　６面 子どもの医療費助成の改善運動
　９面 地域医療連携室・輪島病院
１０面～１２面 会員寄稿
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七
月
十
七
日
（
日
）、
七
尾

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、「
よ
ろ
ず
勉
強
会
」

の
第
十
九
回
が
七
尾
市
・
羽
咋

郡
市
・
能
登
北
部
の
各
医
師
会

と
の
共
催
企
画
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
出
席
し
に
く
い
連

休
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
六

人
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま

ず
、
七
尾
市
医
師
会
長
の

三
林
裕
先
生
の
ご
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
前
半
は
「
幼
児
・
学
童

期
の
見
方
」
と
題
し
て
太
田
和

秀
先
生
（
金
沢
医
療
セ
ン
タ
ー

小
児
科
部
長
）
か
ら
、
発
熱
、

尿
路
感
染
症
、
扁
桃
腺
炎
、
腹

痛
な
ど
日
常
診
療
で
見
過
ご
せ

な
い
ポ
イ
ン
ト
を
最
新
の
知
見

を
織
り
交
ぜ
て
ご
講
義
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ス
ラ
イ
ド
の
レ

ジ
ュ
メ
も
ご
用
意
い
た
だ
い
た

の
で
、
フ
ロ
ア
か
ら
の
質
問
も

多
岐
に
わ
た
る
内
容
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

後
半
は
、
小
島
登
理
事
か
ら
「
歯
周
病
」
に
関
す
る
テ
ー
マ

で
、
医
科
へ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
の

み
な
ら
ず
、
医
科
歯
科
連
携
と

い
う
視
点
で
全
身
疾
患
と
の
か

か
わ
り
を
ご
講
義
い
た
だ
い
た

の
で
、
質
疑
応
答
で
は
医
科
の

先
生
方
か
ら
熱
心
な
質
問
が
投

げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
し
、
歯
科

の
先
生
方
も
五
人
ご
参
加
い
た

だ
い
た
こ
と
を
申
し
添
え
ま

す
。か

ね
て
よ
り
ご
要
望
の
あ
っ

た
能
登
地
区
で
の
開
催
が
、
ま

ず
は
一
歩
を
踏
み
出
せ
た
こ
と

は
、
た
い
へ
ん
意
義
深
い
こ
と

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力

い
た
だ
い
た
能
登
地
区
の
各
医

師
会
・
歯
科
医
師
会
の
皆
様
に

は
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

小児科疾患についてご講演
いただいた太田和秀先生

歯周病と全身疾患について
話題提供した小島登理事

　
　
　

  

と

　
　

 

を
テ
ー
マ
に

よ
ろ
ず
勉
強
会

小
児
科

歯
科

能
登

理
事

　三
宅

　靖
（
金
沢
市
・
内
科
）

イ
ン

保険医協会は
国民医療の充実と
保険医の生活と
権利を守ります。

開業医 4,500円
勤務医 3,800円

会費（月額） なし入会金

石川県保険医協会
TEL 076（222）5373

連絡先

お電話または同封の入会申込ハガキに必要事項を記入のうえ、ご返送下さい。

※３カ月ごとに銀行口座から引き落としさせて頂きます。

保険医協会に
　  ご入会下さい！

医科　730人、歯科　300人
会員数　1,030人

本号は未入会の先生にもお送りしました

ぜひ

入会の方法は

「東日本大震災救援募金」の
税務上の取扱いについて
特別会費として、経費算入が可能になりました

石川県保険医協会　電話：076-222-5373　 

199人　金4,298,600円７月２２日現在の救援募金合計

東日本大震災の救援募金活動にご協力をいただき、ありがとうございます。
この救援募金は寄付金控除の対象とはなりませんが、この度、保険医協会会員の「特別会費」とし
て必要経費に算入できることを確認しました（参考：月刊保団連6月号（No.1067）64ページ参
照）。
すでに募金にご協力いただいた会員の皆様には、8月中に領収証を発送します。税務上「必要経
費」扱いとするには、確定申告時に領収証の添付が必要となりますので、大切に保管ください。
保険医協会では今後も救援募金活動を継続します。引き続きご協力のほど、よろしくお願いいた

します。

保団連を通じ、被災会員医療機関への見舞金及び復旧活動支援等として現地へお送りしました。

七尾市、羽咋市、能登北部各医師会との共催で、能登地区で初めて
開催されたよろず勉強会 （7月17日・七尾勤労者総合福祉センター）

石 川 保 険 医 新 聞（1）2011年8月10日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第472号



七
月
六
日
、
第
十
八
回
「
な

ん
で
も
学
術
！ 

な
ん
で
も
回

答
？ 

よ
ろ
ず
勉
強
会
」
が
、

金
沢
都
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
金
沢
医
科
大
学
耳
鼻
咽

喉
科
・
頭
頸
部
外
科
学
教
室
の

三
輪
高
喜
教
授
に
「
日
常
診
療

で
注
意
す
べ
き
耳
鼻
科
疾
患
の

見
方
」
と
い
う
演
題
で
の
お
話

を
お
願
い
し
ま
し
た
。
高
名
な

講
師
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
今

回
は
二
十
一
人
と
い
う
本
会
と

し
て
は
、
と
て
も
多
く
の
会
員

の
先
生
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

今
回
の
ご
講
演
の
内
容
は
、

鼻
疾
患
に
絞
っ
て
の
も
の
で
し

た
。
一
般
的
な
鼻
出
血
、
副
鼻

腔
炎
、
さ
ら
に
は
神
経
疾
患
と

嗅
覚
と
の
関
連
ま
で
、
三
輪
先

生
の
豊
富
な
臨
床
経
験
か
ら
、

興
味
深
い
お
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

鼻
出
血
は
ご
く
あ
り
ふ
れ
た

疾
患
で
す
が
、
最
近
で
は
抗
凝

固
剤
を
服
用
し
て
い
る
患
者
さ

ん
も
多
く
、
多
発
性
の
末
梢
血

管
拡
張
を
伴
う
難
治
性
の
重
症

鼻
出
血
例
も
ご
紹
介
い
た
だ
き

ま
し
た
。
鼻
内
手
術
の
映
像
も

見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

動
脈
性
の
出
血
が
あ
た
か
も
光

線
銃
の
よ
う
に
見
え
る
迫
力
の

あ
る
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
副
鼻
腔
炎
、
頬
部
の

う
胞
で
は
眼
の
症
状
を
伴
う
も

の
が
あ
り
、
治
療
が
遅
れ
る
と

視
力
障
害
を
残
し
て
し
ま
う
場

合
が
あ
る
な
ど
、
注
意
を
要
す

る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
近
は
、

喘
息
と
の
関
連
が
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
好
酸
球
性
副
鼻
腔

炎
の
お
話
も
あ
り
、
上
気
道
と

下
気
道
を
同
時
に
診
て
い
く
こ

と
の
重
要
性
を
強
調
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な
ど

で
は
嗅
覚
障
害
が
神
経
症
状
に

先
行
し
て
出
現
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
難
治
性

神
経
疾
患
の
早
期
発
見
に
対
す

る
期
待
が
出
て
き
て
い
る
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
も
ご
紹
介
い
た

だ
き
ま
し
た
。

質
疑
応
答
も
大
変
活
発
な
も

の
と
な
り
、
鼻
閉
の
治
療
、
点

鼻
ス
テ
ロ
イ
ド
の
使
用
方
法
や

眼
疾
患
、
気
管
支
喘
息
と
の
関

連
な
ど
、
幅
広
い
視
点
か
ら
の

質
問
が
数
多
く
あ
り
、
予
定
時

間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
印
象
で
し
た
。

今
後
も
よ
ろ
ず
勉
強
会
で

は
、
歯
科
も
含
め
、
い
ろ
い
ろ

な
科
の
先
生
に
お
話
を
伺
い
、

一
般
診
療
で
役
立
つ
話
題
を
取

り
上
げ
て
シ
リ
ー
ズ
化
し
て
い

く
予
定
で
す
。
今
後
と
も
、
お

一
人
で
も
多
く
の
会
員
の
先
生

方
の
参
加
を
お
待
ち
致
し
て
お

り
ま
す
。

講師の三輪高喜先生

21人が集まって開かれた第18回よろず勉強会　（7月6日・金沢都ホテル）

新ゴEL
新ゴL
新ゴR
新ゴM
新ゴDB
新ゴB
新ゴH
新ゴU
ゴシックMB101L
ゴシックMB101R
ゴシックMB101M
ゴシックMB101DB
ゴシックMB101B
ゴシックMB101H
ゴシックMB101U
太ゴ
中ゴBBB
見出しゴ
太ミン
見出しミン
リュウミンL
リュウミンR
リュウミンM
リュウミンB
リュウミンEB
リュウミンH
リュウミンEH
リュウミンU

『保険審査通信』
納得のいかない返戻、査定は

でお知らせください。

※保険審査通信は年に数回、会員医療機関に送付してい
ますが、紛失した場合や追加が必要な場合は、保険医
協会までご請求下さい。

FAX  ０７６（２３１）５１５６
E-mail  ishikawa-hok@doc-net.or.jp

「保険審査通信」は、納得のいかない返
戻や査定があった場合に会員医療機関から
お知らせいただき、保険医協会が『石川保
険医新聞』を通してコメントを掲載してい
ます。
会員医療機関におかれましては、不当あ

るいは納得できない返戻・査定の情報を保
険医協会にＦＡＸにてお送りください。

生涯にわたる食育（仮）
舘村  卓氏
１１月１３日（日）午前９時半から１２時半
ホテル金沢  ４階 エメラルド（定員１００人）
会員、会員医療機関のスタッフ、食育関連職種

無料

第８回

テーマ

講　師

と　き

ところ

参加対象

参加費

大阪大学大学院歯学研究科
高次脳口腔機能学講座　准教授

食育講演会
石川県保険医協会

第18回「なんでも学術！ なんでも回答？ よろず勉強会」

鼻出血・臭覚など鼻疾患全般と
点鼻ステロイドの使用方法など

理事　三宅　靖（金沢市・内科）

保険審査通信に寄せられた
相談事例から

＜第216例＞
慢性胃炎、高脂血症に対して特定疾患療養管理料を算定している患者が、

他院で難病外来指導管理料を算定していたため保険者から返戻された事例に
ついて。

＜保険医協会のコメント＞
本例は高脂質血症に対し特定疾患療養管理料を算定したところ、支払基金より

他院でも難病外来指導管理料が算定されており、この２つの医学管理料は併算定
できないので、該当医療機関と調整すべきとして返戻されたものである。しかし
ながらこの返戻は不当と言わざるを得ない。

医学管理料は定められた疾患に対して適切な指導・管理を行った際に定められ
た回数を上限に算定されるものである。点数表通知では、本例の特定疾患療養管
理料、難病外来指導管理料、あるいはウイルス疾患指導料など10種類の医学管理
料と、在宅療養指導管理料、心身医学療法は、それぞれ同一月に併算定できない
とされている。

そもそも診療報酬は、保険医が診療行為を行った際にその請求権が発生し、そ
の算定は各医療機関ごとに行われるべきものであることは論をまたない。とすれ
ばこの「同一月に併算定できない」という文言は当然同一医療機関のみでの併算
定制限という意味と考えられる。どこにも他医療機関の医学管理との関係で併算
定できないとは書かれていない。本例の特定疾患療養管理料は「当然算定可能で
あるもの」としか言いようがないものである。

また実務的な面からの問題も大きい。目の前の外来患者さんが、他院でどのよ
うな医学管理料が算定されているかを把握することは困難である。患者さん自身
に尋ねても答えられる場合など皆無であろう。

さらに付け加えれば、前々回の診療報酬改定の際に、この医学管理料等の併算
定を禁ずる通知に関し「自院・他院を問わず」併算定できないという文言が盛り
込まれそうになったが、日医・保団連からの猛反対でその文言が削除された経緯
もある。にもかかわらずレセプトを横覧（同一患者のレセプトを複数医療機関に
わたって点検すること）して、医学管理料が複数医療機関で同一月に併算定でき
ないことが当然であるかのように恣意的に解釈し返戻することは到底容認できな
い。

したがって今回の返戻に対しては、「点数表の解釈上、複数の医療機関が別々
に医学管理料を算定できないとは記載されていない。当院としてはご指摘の点を
納得できないので、再審査を請求します」という返答をしていただくのが妥当で
あると考える。

石 川 保 険 医 新 聞 2011年8月10日（毎月15日発行）（2）第472号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）



松
井
英
介
先
生
は
、
放
射
線

科
の
専
門
医
で
あ
り
、
一
方
で

放
射
線
被
曝
の
影
響
を
研
究
さ

れ
、啓
蒙
さ
れ
て
き
た
方
で
す
。

今
回
の
講
演
で
は
、
放
射
線
の

人
体
に
与
え
る
晩
発
障
害
の
理

論
的
根
拠
の
説
明
と
、
世
界
で

問
題
と
な
っ
て
い
る
晩
発
障
害

の
具
体
的
な
デ
ー
タ
を
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

よ
く
海
へ
の
放
射
能
汚
染
水

の
流
出
に
つ
い
て
、
政
府
や
専

門
家
は
「
大
量
の
海
水
で
薄
め

ら
れ
て
人
体
に
影
響
が
及
ぶ
も

の
で
は
な
い
」
と
説
明
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
海
水
の
生

態
系
を
考
え
た
場
合
、
放
射
性

物
質
を
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
取
り

込
み
、
そ
れ
を
小
さ
な
魚
が
食

べ
、
そ
れ
を
大
き
な
魚
が
食
べ

る
。
こ
の
よ
う
な
食
物
連
鎖
が

繰
り
返
さ
れ
て
人
間
の
口
に
入

る
際
に
は
、
放
射
性
物
質
で
高

濃
度
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
い

う
、
至
極
当
然
の
話
に
納
得
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
低
線
量
放
射
線
に

よ
る
内
部
被
曝
に
よ
る
人
体
へ

の
影
響
に
つ
い
て
は
、
細
胞
質

内
水
分
子
の
イ
オ
ン
化
作
用
を

介
し
て
遺
伝
子
変
異
が
起
る
こ

と
（
バ
イ
ス
ン
ダ
ー
効
果
）、

放
射
線
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
ス

ト
レ
ス
が
細
胞
や
組
織
に
遺
伝

的
な
不
安
定
さ
を
惹
き
起
す
こ

と
（
放
射
線
誘
導
遺
伝
的
不
安

定
性
、
ミ
ニ
サ
テ
ラ
イ
ト
配

列
）、
外
部
被
曝
で
問
題
と
な

る
ガ
ン
マ
線
と
内
部
被
曝
で
問

題
と
な
る
ア
ル
フ
ァ
線
、
ベ
ー

タ
線
の
作
用
機
序
の
違
い
な
ど

を
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

（
詳
細
は
後
で
紹
介
す
る
松
井

先
生
の
著
書
を
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
）。

ま
た
、
内
部
被
曝
の
実
例
と

し
て
は
、い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

一
九
八
六
年
に
起
こ
っ
た
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
後
の
ベ

ラ
ル
ー
シ
で
の
甲
状
腺
癌
発
生

率
が
一
九
九
〇
年
ご
ろ
か
ら
、

Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
（
国
際
放
射
線
防
護

委
員
会
）
の
予
想
よ
り
も
は
る

か
に
多
く
発
生
し
た
こ
と
や
、

セ
シ
ウ
ム
一
三
七
で
高
濃
度
に

汚
染
さ
れ
た
ゴ
メ
リ
州
で
は
、

一
九
九
七
年
ご
ろ
か
ら
女
性
の

乳
癌
の
発
生
率
が
極
端
に
増
加

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
同
事
故
に

よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質

は
地
球
全
体
を
汚
染
し
ま
し
た

が
、
そ
れ
は
日
本
の
東
北
地
方

に
よ
り
多
く
飛
来
し
、
東
北
地

方
の
乳
癌
死
者
数
が
一
九
九
六

年
〜
一
九
九
九
年
に
か
け
て
顕

著
に
増
加
し
た
そ
う
で
す
。
ま

た
、
一
九
四
五
年
以
降
一
九
六

〇
年
代
に
か
け
て
南
太
平
洋
で

行
わ
れ
た
原
爆
・
水
爆
実
験
に

関
し
て
、
第
五
福
竜
丸
の
乗
組

員
の
中
に
癌
が
多
発
し
た
こ
と

や
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
で
癌
を

は
じ
め
健
康
被
害
が
多
発
し
た

そ
う
で
す
。さ
ら
に
ア
フ
ガ
ン
・

イ
ラ
ク
・
コ
ソ
ボ
で
使
用
さ
れ

た
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
に
関
し
て

は
、
バ
ス
ラ
で
癌
に
よ
る
死
亡

者
が
激
増
し
て
い
る
こ
と
や
子

ど
も
の
先
天
障
害
が
増
え
て
い

る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
フ
ラ
ン

ス
の
ラ
・
ア
ー
グ
再
処
理
工
場

周
囲
の
子
ど
も
た
ち
の
白
血
病

発
症
率
が
、
フ
ラ
ン
ス
全
体
の

二
・
八
倍
に
な
っ
た
こ
と
や
、

イ
ギ
リ
ス
の
セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド

再
処
理
工
場
周
囲
の
小
児
癌
の

発
症
の
相
対
リ
ス
ク
が
七
倍
に

も
な
っ
た
と
い
う
、
内
部
被
曝

の
恐
ろ
し
さ
は
、
も
は
や
疑
う

余
地
が
な
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。実

際
に
勉
強
さ
れ
た
い
方
に

は
、
松
井
先
生
の
著
書
『
見
え

な
い
恐
怖　

放
射
線
内
部
被

曝
』が
上
梓
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

ぜ
ひ
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

い
つ
も
の
よ
う
に
協
議
事

項
の
検
討
か
ら
始
ま
っ
た
。

総
務
部
よ
り
東
日
本
大
震
災

に
対
す
る
支
援
活
動
に
つ
い

て
、
保
団
連
対
策
本
部
の
活

動
内
容
お
よ
び
救
援
募
金
・

見
舞
金
の
到
達
状
況
、
各
協

会
の
支
援
報
告
が
あ
り
、
続

い
て
石
川
協
会
の
支
援
報
告

お
よ
び
今
後
の
活
動
方
針
に

つ
い
て
協
議
さ
れ
た
。

ま
た
、
八
月
の
石
川
災
対

連
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

（
宮
城
県
）
に
は
神
田
事
務

局
員
が
参
加
す
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。「
原
発
・
い
の
ち
・

み
ら
い
」
講
演
会
（
第
三
回
）

は
、
内
部
被
曝
に
よ
る
健
康

被
害
を
テ
ー
マ
に
講
師
依
頼

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

次
に
、
西
田
会
長
・
平
田

副
会
長
・
工
藤
事
務
局
長
よ

り
、
保
団
連
代
議
員
会
の
報

告
が
行
わ
れ
た
。
平
田
副
会

長
よ
り
、
事
前
発
言
通
告
数

が
百
七
通
と
多
か
っ
た
た

め
、
議
論
が
十
分
に
で
き
な

か
っ
た
こ
と
、
代
表
者
の
口

頭
発
言
を
省
略
し
て
執
行
部

の
答
弁
か
ら
初
め
て
も
い
い

の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。
ま
た
、
石
川
反

核
医
師
の
会
か
ら
の
依
頼
に

よ
り
、
全
国
組
織
「
核
戦
争

に
反
対
す
る
医
師
の
会
」
に

対
し
、
賛
助
会
員
と
し
て
協

力
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。総

務
部
よ
り
、「
子
ど
も

の
医
療
費
無
料
化
」
を
求
め

る
石
川
県
議
会
請
願
に
関
し

て
、
六
月
九
日
の
定
例
会
に

て
全
会
派
一
致
で
採
択
さ
れ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
財

政
部
か
ら
は
、
保
険
医
協
会

お
よ
び
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の

二
〇
一
一
年
度
五
カ
月
間
の

収
支
は
、
適
正
で
あ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。

経
営
・
共
済
部
か
ら
は
、

休
業
保
障
制
度
の
震
災
見
舞

金
の
支
給
に
つ
い
て
、
歯
科

部
か
ら
は
、
今
後
の
講
演
会

に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
の
報

告
が
行
わ
れ
た
。

�

【
山
本　

記
】

東
日
本
大
震
災
と
、

そ
の
直
後
よ
り
起
こ
っ

た
福
島
第
一
原
発
事
故

は
、
発
生
か
ら
早
五
カ

月
が
過
ぎ
た
。
戦
後
最

悪
の
災
害
で
あ
り
、
政

治
の
混
迷
な
ど
に
よ
り
、
遅
遅
と
し

て
進
ま
な
い
復
興
と
深
刻
な
原
発
事

故
の
処
理
に
、
胸
が
痛
む
毎
日
で
あ

る
。
だ
が
、こ
の
未
曾
有
の
災
害
は
、

今
後
の
国
の
在
り
方
を
考
え
る
上

で
、ま
た
と
な
い
機
会
と
も
言
え
る
。

今
、
以
下
の
よ
う
な
二
点
に
お
い
て

厳
し
く
選
択
を
問
わ
れ
て
い
る
と
思

う
。一

つ
は
、
社
会
保
障
が
機
能
し
て

い
る
か
、
と
の
問
い
で
あ
る
。
奇
し

く
も
、
今
年
は
国
民
皆
保
険
実
施

五
十
年
の
節
目
で
、
こ
の
よ
う
な
試

練
に
直
面
し
た
。被
災
者
の
中
に
は
、

た
く
ま
し
く
自
力
で
再
建
、
復
興
の

道
を
踏
み
出
し
た
方
々
も
い
る
。

し
か
し
、
被
災
地
は
も
と
も
と
、

過
疎
と
高
齢
化
が
進
み
、
災
害
弱
者

と
言
わ
れ
る
高
齢
者
・
障
害
者
も
多

数
存
在
し
、
メ
デ
ィ
ア
に
す
ら
無
視

さ
れ
た
多
数
の
被
災
者
が
い
て
、
自

力
で
の
再
建
、
復
興
は
不
可
能
な

ケ
ー
ス
が
多
々
あ
る
。

今
ま
さ
に
、
こ
の
国
の
社
会
保
障

の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
る
と
思
う
。

国
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
民
間
団
体
に

よ
る
「
共
助
」
を
基
本
に
し
て
、
被

災
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
べ
き
な
ど
、
後

ろ
向
き
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
が
、

ま
ず
国
が
主
体
と
な
り
、
一
人
の
犠

牲
者
も
出
さ
な
い
と
い
う
精
神
で
、

人
間
と
し
て
尊
厳
あ
る
生
き
方
が
で

き
る
よ
う
な
思
い
切
っ
た
被
災
者
対

策
を
実
行
す
べ
き
で
あ
る
。

今
ひ
と
つ
の
問
い
は
、
引
き
続
き

経
済
成
長
路
線
を
維
持
す
る
か
、
国

民
の
安
全
を
優
先
に
す
る
社
会
を
構

築
し
て
い
く
か
の
問
い
で
あ
る
。
多

く
の
経
済
学
者
が
復
興
の
た
め
に

も
、
今
後
も
経
済
成
長
路
線
を
続
け

る
べ
き
と
主
張
す
る
。
し
か
し
福
島

原
発
の
惨
状
を
み
る
と
、
す
べ
て
の

原
発
を
一
旦
止
め
て
安
全
点
検
す
る

と
同
時
に
、
経
済
成
長
が
一
時
的
に

停
滞
し
て
も
国
民
の
安
全
が
優
先
さ

れ
る
社
会
へ
の
転
換
を
論
議
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
思
う
。

今
、
世
界
は
日
本
の
惨
事
後
の
行

き
方
に
注
目
し
て
い
る
。
社
会
保
障

が
機
能
す
る
安
全
優
先
の
社
会
の
実

現
。
こ
の
目
標
に
向
か
っ
て
真
摯
に

取
り
組
み
、
実
現
し
て
い
け
ば
、
真

に
世
界
の
人
々
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
国

に
再
生
さ
れ
る
と
思
う
。
こ
の
こ
と

は
、
保
険
医
協
会
の
究
極
的
な
使
命

と
も
合
致
す
る
と
信
ず
る
。

社
会
保
障
が
機
能
す
る

安
全
、安
心
の
社
会
実
現
を

大
震
災
復
興
を
急
げ

大
震
災
復
興
を
急
げ

☗
1
三
歩
☖
同
桂
☗
同
角
成
☖

2
一
玉
☗
3
三
桂
☖
同
金
☗
2

二
馬
☖
同
玉
☗
3
三
金
☖
3
一

玉
☗
2
二
金
打
☖
4
一
玉
☗
5

二
歩
成
ま
で
13
手
詰
め
。

〈
解
説
〉
☗
1
三
歩
以
下
手
順

の
王
手
で
、
5
手
目
☗
3
三
桂

か
ら
次
の
☗
2
二
馬
が
好
手

順
、
9
手
目
☗
3
三
金
と
金
を

取
り
、
以
下
☗
5
二
歩
成
ま
で

追
い
込
み
ま
す
。

将
棋
解
答

（
問
題
は
14
面
に
あ
り
ま
す
）

（
問
題
は
14
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
1
、
3
か
ら
5
と
打
つ
の
が
大
切
な

手
順
。
白
6
に
黒
7
で
黒
生
き
で
す
。
黒

3
で
7
は
白
イ
で
黒
死
。
ま
た
黒
3
で
5

は
白
ロ
黒
3
白
ハ
で
黒
死
。
白
4
で
ハ
な

ら
黒
ロ
で
5
と
7
が
見
合
い
で
す
。

囲

解
答

碁
6 4 5

7

3
21

イ
ロハ

「
数
独
」の
解
答

７
＋
３
で
、答
え
は「
10
」

（
問
題
14
面
）

原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい

その4

保
団
連
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
で

松
井
英
介
氏
の
講
演
を
聞
い
て

保
団
連
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
で

松
井
英
介
氏
の
講
演
を
聞
い
て

理
事

　斉
藤

　典
才
（
金
沢
市
・
外
科
）

エッセー
シリーズ

放
射
線
被
ば
く
の
実
相
と

　
　健
康
被
害
を
考
え
る

演
題

（7月5日・１２人出席）

第7回 理事会点描

子どもの医療費、
改善か

子どもの医療費、
改善か

見えない
恐怖
放射線内部被曝

松井英介著
●四六判並製／176頁
●定価1,470円
●発行日 2011年6月27日
「放射能、本当に大丈夫？」
身体の中にはいりこんだ放射性
物質による内部被曝。そのしく
みや、健康被害を正しく理解す
るため、内部被曝問題に取り
組む医師による必読の一冊！

石 川 保 険 医 新 聞（3）2011年8月10日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第472号



【
司
会
・
斉
藤
】
今
日
は
、
震

災
支
援
の
た
め
に
現
地
に
入
っ

た
協
会
役
員
・
事
務
局
員
の

方
々
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、

被
災
地
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
今
後
、

私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
べ
き
な
の
か
を
考
え
る
た
め

に
座
談
会
を
開
催
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
被
災
地
に
入
ら
れ
た

順
番
で
、
お
話
し
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
小
野
】
私
は
、
福
島
県
伊
達

市
の
出
身
で
す
。
私
の
場
合
、

支
援
で
は
な
い
の
で
す
が
、
四

月
七
日
〜
十
一
日
と
五
月
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
福
島

へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

事
故
当
初
は
、
放
射
線
被
ば

く
の
影
響
を
避
け
る
た
め
遠
く

へ
離
れ
た
方
が
い
い
と
い
う
方

が
い
ま
し
た
が
、
私
は
家
族
や

友
人
に
そ
の
こ
と
を
伝
え
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
避
難
す
る
こ

と
は
生
活
の
糧
を
失
う
こ
と
に

等
し
く
、
避
難
先
も
な
く
、
認

知
症
や
身
体
に
障
害
の
あ
る
方

は
、
避
難
し
た
く
て
も
で
き
な

か
っ
た
か
ら
で
す
。こ
れ
は「
平

時
」の
生
活
保
障
の
問
題
で
す
。

今
回
の
災
害
で
、
福
島
県
民

の
受
け
た
苦
し
み
は
五
重
苦
、

す
な
わ
ち
地
震
、
津
波
、
原
発

事
故
、
風
評
被
害
、
福
島
県
人

差
別
で
、
後
ろ
三
つ
は
人
災
で

す
。
差
別
が
あ
る
た
め
に
、
友

人
た
ち
は
今
、
福
島
県
人
で
あ

る
こ
と
を
お
お
っ
ぴ
ら
に
語
れ

な
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
福
島
の
ス
ー
パ
ー

で
は
福
島
県
産
の
野
菜
が
安
価

で
売
ら
れ
、
山
積
に
な
っ
て
い

ま
し
た
（
写
真
）。

政
府
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
、

今
回
の
災
害
を
「
未
曾
有
の
大

災
害
」と
発
表
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
言
葉
で
多
く
の
こ
と
が
あ

い
ま
い
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
今
問
わ
れ
て
い
る

の
は
、
私
た
ち
が
め
ざ
す
「
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
」
と
は
ど

の
よ
う
な
町
な
の
か
、
そ
し
て

「
平
時
」
の
生
活
保
障
の
在
り

方
だ
と
思
い
ま
す
。

【
斉
藤
】
私
は
石
川
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

と
し
て
四
月
十
日
〜
十
六
日
、

福
島
県
相
馬
市
に
入
り
ま
し

た
。
支
援
先
は
、
約
五
百
人
が

避
難
さ
れ
て
い
た
「
は
ま
な
す

館
」
で
し
た
。
震
災
か
ら
一
カ

月
が
過
ぎ
て
お
り
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症
は
終
息

し
、
ス
ト
レ
ス
、
疲
労
な
ど
に

よ
る
不
眠
が
多
く
、
著
し
い
高

血
圧
や
高
血
糖
の
方
が
い
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
明
ら
か
な
原
因

が
あ
っ
て
、
食
事
は
お
に
ぎ
り

と
み
そ
汁
が
ほ
と
ん
ど
で
、
野

菜
類
は
ま
っ
た
く
と
言
っ
て
い

い
ほ
ど
出
て
き
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
塩
分
摂
取
が
多
く
な
り
、

運
動
不
足
と
も
相
ま
っ
て
、
成

人
病
を
悪
化
さ
せ
て
し
ま
い
ま

す
。一

方
、
避
難
所
で
あ
る
「
は

ま
な
す
館
」
で
思
っ
た
こ
と
が

ひ
と
つ
あ
り
ま
す
。
被
災
者
が

情
報
を
得
る
手
段
は
、
ロ
ビ
ー

に
設
置
さ
れ
て
い
る
大
型
テ
レ

ビ
一
台
だ
け
で
し
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
、

【
橋
爪
】
私
は
石
川
民
医
連
の

チ
ー
ム
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
と
し
て
参
加
し
、
四
月

十
七
日
〜
二
十
三
日
に
か
け

て
、
宮
城
県
塩
竃
市
に
あ
る
坂

総
合
病
院
（
地
域
支
援
病
院
）

へ
行
き
ま
し
た
。
連
日
、
病
院

近
隣
の
避
難
所
（
写
真
）
へ
出

向
き
、
足
湯
を
介
し
て
、
被
災

さ
れ
た
方
々
の
声
を
聴
く
こ
と

に
徹
し
ま
し
た
。

当
時
は
、
救
急
医
療
の
ニ
ー

ズ
が
一
定
落
ち
着
き
、
認
知
症

や
栄
養
、
心
の
ケ
ア
面
へ
の
取

り
組
み
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る

時
期
で
し
た
。

そ
の
避
難
所
も
五
月
末
で
大

半
が
閉
鎖
さ
れ
、
被
災
さ
れ
た

方
々
は
仮
設
住
宅
（
二
年
間
限

定
）
で
の
生
活
に
ス
テ
ー
ジ
を

移
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
仮
設
住
宅
の
実
態

は
ど
う
で
し
ょ
う
。
阪
神
・
淡

路
大
震
災
や
能
登
半
島
地
震
の

時
と
は
様
相
が
違
い
ま
す
。
被

災
地
三
県
（
岩
手
、
宮
城
、
福

島
）
で
二
万
戸
強
の
仮
設
住
宅

が
完
成
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
入
居
率
は
六
割
を
切
っ

民
放
大
手
各
社
と
も
伝
え
る
内

容
は
ど
れ
も
こ
れ
も
同
じ
で
、

私
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
原

発
事
故
が
ま
っ
た
く
収
束
の
見

通
し
が
立
っ
て
い
な
い
こ
と

や
、
内
部
被
ば
く
に
よ
る
健
康

被
害
が
起
こ
り
う
る
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
し
た
。
相
馬
市
と

い
う
の
は
、
報
道
に
よ
く
出
て

く
る
南
相
馬
市
と
ほ
ぼ
隣
接
す

る
地
域
な
の
で
す
が
、
相
馬
市

の
方
々
の
中
に
は
、
放
射
線
被

ば
く
で
危
険
な
の
は
南
相
馬
の

人
た
ち
で
、
自
分
た
ち
は
問
題

が
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
が
少

な
か
ら
ず
い
た
と
思
い
ま
す
。

放
射
性
物
質
は
風
向
き
ひ
と
つ

で
ど
ん
な
方
向
に
で
も
飛
ん
で

い
く
わ
け
で
す
か
ら
、住
民
に
、

も
っ
と
正
し
い
情
報
を
伝
え
て

欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

放
射
線
に
対
し
て
は
、
大
人
よ

り
も
十
倍
も
強
い
影
響
が
あ
る

と
さ
れ
る
子
ど
も
た
ち
に
は
遠

く
へ
逃
げ
て
欲
し
い
と
願
う
ば

か
り
で
し
た
。
後
か
ら
分
か
っ

た
こ
と
で
す
が
、
三
・
一
一
の

直
後
に
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
が
起

こ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
報
道
機

関
は
早
く
か
ら
知
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。
政
府
や
メ
デ
ィ
ア
、

専
門
家
た
ち
は
「
報
道
す
る
と

パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
か
ら
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
が
、
報
道
の
在

り
方
と
し
て
間
違
っ
て
い
ま

す
。
ま
ず
可
能
性
の
あ
る
最
悪

の
シ
ナ
リ
オ
を
先
に
言
っ
て
、

人
々
に
選
択
の
余
地
を
与
え
る

べ
き
で
あ
り
、
マ
ス
コ
ミ
は
積

極
的
に
情
報
を
隠
し
て
い
た
こ

と
を
反
省
す
べ
き
で
す
。

そ
れ
か
ら
医
師
は
、
一
般
に

放
射
線
に
よ
る
内
部
被
ば
く
の

問
題
に
関
し
て
無
関
心
だ
っ
た

り
無
知
だ
っ
た
り
し
て
き
た
こ

と
が
問
題
で
す
。
私
も
三
・

一
一
以
前
は
、
原
発
に
関
し
て

ま
っ
た
く
無
関
心
で
し
た
。
し

か
し
勉
強
す
る
に
つ
れ
、広
島
、

長
崎
の
原
爆
に
よ
る
放
射
性
物

質
の
内
部
被
ば
く
に
よ
る
影
響

が
正
確
に
デ
ー
タ
と
し
て
出
て

い
な
い
こ
と
や
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
発
事
故
、
イ
ラ
ク
や
ア

フ
ガ
ン
で
使
用
さ
れ
た
劣
化
ウ

ラ
ン
弾
に
よ
る
内
部
被
ば
く
の

影
響
が
、
医
師
た
ち
に
よ
っ
て

正
確
に
学
問
的
に
調
査
さ
れ
て

お
ら
ず
、
こ
れ
は
国
の
責
任
に

お
い
て
も
重
大
な
問
題
で
す
。

私
は
今
後
、
医
師
と
し
て
、
内

部
被
ば
く
の
影
響
を
調
べ
た
調

査
を
勉
強
し
、
人
々
に
伝
え
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

被
災
地
に
立
っ
て
見
え
た
こ
と

被
災
地
に
立
っ
て
見
え
た
こ
と
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て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
光

熱
費
が
か
か
る
こ
と
、
炊
き
出

し
や
支
援
物
資
が
な
く
な
る
こ

と
な
ど
、
仮
設
住
宅
へ
の
入
居

＝
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
と

見
な
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で

す
。元

の
仕
事
に
復
帰
で
き
た
人

が
ど
れ
だ
け
い
る
の
か
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
避
難
所
か
ら
仮
設

住
宅
に
移
動
で
き
た
か
ら
と

い
っ
て
、
生
活
が
楽
に
な
っ
た

と
は
到
底
思
え
な
い
し
、
む
し

ろ
生
き
残
っ
た
者
が
生
活
の
た

め
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
印
象

す
ら
あ
り
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
の
と
き
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
最
優
先
さ

れ
、
集
会
所
の
併
設
は
当
然
で

し
た
。今
後
、被
災
さ
れ
た
方
々

が
孤
立
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
一
人
ひ
と
り
に
向
き
合
っ

た
対
応
が
急
務
だ
と
思
い
ま

す
。避

難
所
で
出
会
っ
た
人
た
ち

は
、
も
と
も
と
漁
業
・
農
業
・

林
業
と
い
っ
た
第
一
次
産
業
に

従
事
し
て
い
る
人
た
ち
が
多

か
っ
た
で
す
。
そ
こ
に
住
む
人

た
ち
の
声
を
し
っ
か
り
反
映
さ

せ
、
生
活
重
視
の
生
き
た
復
興

計
画
を
立
て
て
欲
し
い
も
の
で

す
。あ

と
、
今
か
ら
検
証
が
必
要

か
と
思
い
ま
す
が
、
高
齢
者
施

設
の
被
害
状
況
に
、
い
ろ
い
ろ

格
差
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
安
い
土
地
を
求
め
、

海
沿
い
や
山
奥
な
ど
、
も
と
も

と
不
便
な
土
地
に
施
設
が
多
い

こ
と
や
、
職
員
の
人
員
基
準
が

低
い
こ
と
な
ど
、
平
時
か
ら
の

社
会
保
障
・
福
祉
制
度
の
改
善

に
も
努
め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

し
た
。

【
平
田
】
当
初
、
公
的
に
も
私

的
に
も
、
石
川
か
ら
一
人
の
歯

科
医
師
も
東
北
に
出
か
け
る
気

配
が
な
い
の
で
、そ
れ
な
ら
と
、

六
人
か
ら
な
る
歯
科
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
、

五
月
三
、四
日
の
二
日
間
で
す

が
、
福
島
県
の
相
馬
市
で
主
に

口
腔
ケ
ア
を
中
心
と
し
た
歯
科

支
援
活
動
を
し
ま
し
た
。
一
般

に
は
、
歯
科
の
支
援
と
言
え
ば

口
腔
ケ
ア
が
第
一
に
思
い
浮
か

べ
ら
れ
ま
す
が
、
身
元
確
認
作

業
に
も
従
事
し
ま
す
。
特
に
、

被
災
さ
れ
た
歯
科
医
師
は
、
地

区
住
民
の
個
人
情
報
（
歯
の
レ

ン
ト
ゲ
ン
な
ど
）を
持
つ
の
で
、

か
な
り
の
貢
献
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
毎
日
の
よ
う
に
多
く

の
遺
体
と
対
面
す
る
と
、
心
が

折
れ
て
し
ま
っ
た
と
、
相
馬
市

の
後
輩
歯
科
医
師
か
ら
聞
か
さ

れ
ま
し
た
。
東
北
全
体
と
し
て

は
、
法
歯
学
に
従
事
す
る
専
門

家
も
支
援
し
て
い
た
の
で
す

が
、
人
数
も
不
足
し
、
十
分
な

機
能
を
果
た
せ
な
か
っ
た
現
実

も
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

相
馬
市
の
沿
岸
部
で
の
話
で

す
が
、
特
例
措
置
に
よ
る
窓
口

負
担
免
除
の
た
め
か
、
七
月
時

点
ま
で
は
予
想
に
反
し
て
歯
科

需
要
が
多
く
、
収
入
は
大
幅
に

増
え
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
制
度
も
来
年
の
二

月
で
打
ち
切
ら
れ
る
予
定
で
す

た
と
え
ば
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
と
か
に
し
て
、
個
人
で
動
く

の
で
は
な
く
、
組
織
で
動
け
る

よ
う
に
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。

【
平
田
】
浪
江
町
で
は
、
仮
設

入
居
率
が
三
一
％
だ
そ
う
で

す
。少
な
い
手
持
ち
の
資
金
で
、

せ
っ
か
く
借
家
に
入
っ
て
も
、

放
射
線
の
影
響
で
、
ま
た
別
の

と
こ
ろ
へ
移
ら
な
い
と
い
け
な

い
。
自
殺
し
た
人
も
い
ま
す
。

ま
た
避
難
生
活
で
は
、
い
ろ
ん

な
点
で
不
都
合
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
避
難
所

に
冷
蔵
庫
が
な
く
、
漬
け
物
を

つ
け
た
い
と
い
う
高
齢
者
の
さ

さ
や
か
な
要
望
す
ら
か
な
え
ら

れ
な
い
な
ど
、
避
難
し
て
い
る

人
へ
の
生
活
支
援
と
い
う
考
え

が
な
い
の
が
残
念
で
す
。
ま
た

避
難
所
に
車
を
置
け
れ
ば
歯
科

医
院
へ
行
け
る
け
ど
、
そ
う
い

う
配
慮
は
な
い
。
ま
た
仮
設
住

宅
は
突
貫
工
事
で
行
わ
れ
た
た

め
、
雨
漏
り
や
破
損
が
多
発
し

て
い
る
と
い
っ
た
問
題
も
あ
り

か
ら
、
歯
科
医
院
は
先
行
き
の

不
安
を
訴
え
て
い
ま
す
。
国
に

は
延
長
を
望
み
た
い
も
の
で

す
。今

回
の
反
省
点
と
し
て
は
、

三
月
の
時
点
で
、
一
度
は
現
地

視
察
を
行
う
べ
き
だ
っ
た
こ

と
。
ま
た
、
能
登
半
島
地
震
で

の
経
験
を
活
か
せ
る
よ
う
に
、

個
人
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で
な

く
、
組
織
と
し
て
対
応
で
き
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
お

く
べ
き
だ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。

【
斉
藤
】
そ
れ
は
、
保
団
連
の

中
で
歯
科
チ
ー
ム
を
作
っ
て
、

滅
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
被
り
ま

す
。
こ
の
悲
惨
は
、「
原
発
さ

え
な
か
っ
た
ら
・・・
」
と
言
っ

て
自
殺
し
た
相
馬
市
の
酪
農
家

の
男
性
が
残
し
た「
最
期
の
声
」

に
象
徴
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

廃
炉
に
す
る
た
め
の
費
用
が
膨

大
で
、
作
業
員
の
人
命
や
健
康

に
も
影
響
を
与
え
ま
す
。

福
島
第
一
原
発
の
事
故
で

は
、
外
部
に
百
京
ベ
ク
レ
ル
の

放
射
性
物
質
が
出
た
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
太
平
洋
側
だ
っ
た

た
め
、
日
本
の
陸
地
に
落
ち
た

の
は
そ
の
十
分
の
一
程
度
と
い

う
推
測
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

良
か
っ
た
と
い
う
見
方
も
あ
り

ま
す
が
、
十
分
の
九
が
太
平
洋

に
放
出
さ
れ
た
の
で
す
か
ら
、

今
後
の
海
洋
汚
染
に
よ
る
被
害

が
心
配
さ
れ
ま
す
。も
っ
と
も
、

こ
の
事
故
が
日
本
海
側
の
原
発

で
起
き
た
な
ら
、
十
分
の
九
に

限
り
な
く
近
い
量
の
放
射
性
物

質
が
陸
地
に
降
り
注
が
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
原
発
事

故
を
絶
対
に
起
こ
さ
な
い
方
法

は
、
た
だ
一
つ
で
す
。
原
発
を

新
た
に
作
ら
な
い
こ
と
と
、
既

存
の
原
発
を
廃
炉
に
す
る
こ
と

で
す
。
原
発
事
故
を
絶
対
に
起

こ
さ
な
い
た
め
に
は
、
こ
れ
以

外
の
選
択
肢
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
（
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確

保
）
が
可
能
で
あ
る
こ
と
は
、

日
本
国
内
の
多
く
の
良
心
あ
る

科
学
者
が
立
証
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
平
和
の
た
め

に
尽
力
す
る
科
学
者
と
と
も

に
、
国
民
の
い
の
ち
を
守
る
活

動
を
す
す
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
平
田
】
今
後
、
継
続
し
て
石

川
協
会
の
会
員
の
方
々
と
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
も
話

し
合
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

【
斉
藤
】
三
・
一
一
の
東
日
本
大

震
災
で
は「
地
震
」「
津
波
」「
原

発
」
と
い
う
三
種
類
の
災
害
が

同
時
に
起
き
、
今
な
お
十
二
万

人
を
超
え
る
人
々
が
自
宅
を
離

れ
て
避
難
し
て
お
り
、
こ
の
人

た
ち
の
生
活
を
ど
う
立
て
直
す

か
と
い
う
課
題
の
解
決
が
、
ま

ず
重
要
で
す
。

「
地
震
」「
津
波
」
に
つ
い
て

は
、今
後
も
必
ず
起
き
ま
す
し
、

そ
れ
を
阻
止
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
「
地
震
」

に
つ
い
て
は
、
よ
り
建
造
物
の

耐
震
化
を
進
め
、
土
砂
崩
れ
や

火
災
な
ど
の
二
次
災
害
が
起
き

な
い
都
市
計
画
を
す
す
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、「
津
波
」

は
、
そ
の
到
達
範
囲
の
す
べ
て

を
破
壊
す
る
極
め
て
大
規
模
な

災
害
で
す
か
ら
、
沿
岸
部
の
住

宅
は
高
台
に
建
設
す
る
か
、
高

さ
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
強
固
な

避
難
や
ぐ
ら
や
漁
業
関
連
施
設

の
避
難
用
屋
上
を
建
設
す
る
な

ど
、「
沿
岸
地
域
の
都
市
計
画
」

は
津
波
対
策
の
基
本
に
な
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

「
地
震
」「
津
波
」
に
関
し
て
は
、

あ
る
程
度
の
災
害
対
応
策
は
、

今
後
進
む
と
思
わ
れ
ま
す
。

問
題
は
、「
原
発
」
で
す
。

ひ
と
た
び
事
故
が
起
き
れ
ば
、

た
く
さ
ん
の
人
が
被
ば
く
し
ま

す
。
特
に
子
ど
も
た
ち
の
将
来

の
健
康
被
害
は
、
と
て
も
心
配

で
す
。
さ
ら
に
復
興
し
よ
う
に

も
汚
染
さ
れ
た
地
域
に
戻
れ
な

い
と
い
う
深
刻
な
事
態
に
陥

り
、
周
辺
で
の
一
次
産
業
は
壊

ま
す
し
、
集
会
場
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
と
し
て
十
分
機
能
し
な

い
作
ら
れ
方
を
し
た
の
も
問
題

で
す
。

当時（4月下旬ごろ）400人〜500人の方が避難されていた避難所
（宮城県多賀城市民体育館・橋爪撮影）

人
と
し
て
で
は
な
く

組
織
的
支
援
が
必
要

個個
約3時間にわたり、お互いの支援活動について語り合った（写真左から
事務局の小野栄子、橋爪真奈美、斉藤典才理事、平田米里副会長）

発
さ
え
な
かった
ら・・・

そ
の
声
に
応
え
る
た
め
に

原原

巨大な重油タンクが真っ逆さまになった様子に、
津波被害の恐ろしさを感じた（斉藤撮影）

（
四
面
の
続
き
）
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石川県保険医協会と石川県社会保障推進協議会は７月14日、「子どもの
医療費完全無料化」の速やかな実施を求める署名簿（12,018筆）を谷本
正憲知事宛に提出し、東井少子化対策監、坂上担当課長らと懇談しました。
保険医協会からは西田会長、斉藤理事、工藤事務局長ら４人が参加し、92
医療機関から寄せられた895筆の署名を提出しました。

少子化への歯止めとして
懇談会参加者からは、「子育て支援が充実している川北町の人口動態を

みると、ゼロ歳から14歳がものすごく多い。子どもの医療費助成を充実す
れば少子化に歯止めをかけることができる」「住民アンケートでは、給料
日前になると生活が大変になって、子どもが病気になっても病院に連れて
いかれないとか、現金収入がないと病院や歯医者に連れていきたくても子
どもに我慢させている、などの声が寄せられる」「能美市は県の補助金交
付要綱を外せばすぐにでも窓口無料化を実施するといっており、市長・副
市長が県健康福祉部を訪れ、県の要綱を外してほしいと要請した」「県の
要綱第一条（目的）には、疾病の早期発見と早期治療を促進し、乳幼児の

保健の向上と福祉の増
進を図るため、と規定
されている。この規定
に照らせば、償還払い
より現物給付が相応し
いのは明らかである。
目的に合致した給付方
式に一日も早く改めて
いただきたい」など
次々と発言がありまし
た。

東井少子化対策監からは、「子どもの医療費窓口無料化を求める請願が
３月議会、６月議会と採択されたため、９月議会に石川県知事としてこれ
に文書で回答することになっている。その施策についてはこれから予算面
も含めて検討する」「国の方で社会保障と税の一体改革とか、子ども子育
て支援新システムなど検討している最中であり、財源のスキームがまだ見
えない。県としてはそのあたりを注視しなければならない」などの回答が
ありました。

36都府県で現物給付を実施
この回答には参加者から「国の動向に係らず、すでに36都府県で現物給

付が実施されている。これまでの県議会における県知事や県健康福祉部長
の答弁では、二言目には国の動向を注視するしか云っていない。これでは
地方紙に載っていた叙事川柳『指示待ちの上司の下で指示を待つ』である」

「県の要綱では、市町が自己負担額を助成した場合、市町に対して予算の
範囲で２分の１を上限として補助すると定めており、補助基本枠の算定は
＜別表＞に「実際に医療機関に支払った額−1,000円」と規定している。
この規定が市町が現物給付に踏み出す妨げになっている。このような要綱
と＜別表＞は改めるべきである」と強く要望しました。

県の施策 9月議会に提出へ
これらの発言に対し、東井少子化対策監から、「子どもの医療費助成制

度は各市町が実施主体で、県は要綱の趣旨にそって補助金を出すという関
係にある。県内各市町の助成制度が年々拡充していることは喜ばしいが、
現物給付方式になると財源が大きく膨らむため、施策の優先順位をどうす
るか悩ましいところ」「９月議会初日までに県知事が今後の施策を文書提
出することになっている。もう少し時間をいただきたい」との返答があり
ました。

■石川県各市町における子どもの医療費助成制度一覧	 2011年4月1日現在

№ 自治体名 ０歳児～３歳児 ４歳児～小学校就学前 小学校卒業まで 中学校卒業まで 自己負担 所得制限 備　考　欄

注1：�小松市の自己負担は入院・
通院ともに0歳児～2歳児
なし、3歳児～小学校就学
前500円、小学校就学～中
学校卒業まで1,000円

注2：�内灘町の自己負担は入院・
通院ともに0歳児～小学校
就学前なし、小学校1・2
年1,000円、入院の場合小
学校3～6年1,000円

注3：�石川県の所得制限の基準は
児童手当法施行令に準じて
います。

�（石川県保険医協会・作成）

入　院 通　院 入　院 通　院 入　院 通　院 入　院 通　院
0 石 川 県 ○ ○ ○ 1,000円 ○（注３）
1 金 沢 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3年生まで ○ × 1,000円 なし 2011年10月施行
2 七 尾 市 ○ ○ ○ ○ ○ × × × なし なし
3 小 松 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ （注１） なし
4 輪 島 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1,000円 なし
5 珠 洲 市 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × 1,000円 なし
6 加 賀 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1,000円 なし
7 羽 咋 市 ○ ○ ○ ○ ○ × × × 1,000円 なし
8 か ほ く 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ なし なし 2011年4月施行
9 白 山 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1,000円 なし
10 能 美 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ なし なし 2011年4月施行
11 川 北 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ なし なし
12 野 々 市 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1,000円 なし
13 津 幡 町 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × 1,000円 なし
14 内 灘 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2年生まで × × （注２） なし
15 志 賀 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ なし なし
16 宝達志水町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 1,000円 なし
17 中 能 登 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ なし なし
18 穴 水 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1,000円 なし
19 能 登 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1,000円 なし

市 町 計 19 19 19 19 19 15 15 12 あり13／なし６ ありゼロ／なし19

皆様のご来場をお待ちしております 問い合わせ：石川県言語聴覚士会事務局  E-mail：st@katsuki-g.com

──市民公開講座──
10時30分 ■こどもの難聴　当県士会会員
11時00分 ■失った声を取り戻す　～石川喉友会の活動紹介～
  酒井　英次 氏（石川喉友会会長）

11時45分 ■訪問リハビリテーション実践報告
  竹内　　満 会員（城北病院リハビリテーション科）

12時30分 ■DVD 「言語聴覚士の仕事」上映
13時15分 ■子どもの難聴　当県士会会員
13時30分 ■『英国王のスピーチ』ジョージ六世にはスピーチセラピストがいた！
  「言語聴覚士による吃音へのアプローチ：何ができる?　どのようにできる?」
  講師／小林　宏明 氏（金沢大学人間社会研究域学校教育系）

15時00分 ■子どもの発達について　～当センターでの取り組みを交えて
  藤田　　徹 会員（金沢こども医療福祉センターリハビリテーション科）

──展　　　示──
展示内容 ●川柳コンテスト応募作品展
  患者様、利用者様作の川柳。ほのぼのしたり、ほろっとしたり…力作がいっぱいです　　

　　　　 ●言語障害別パネル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  言語聴覚士が対応する言語障害から10種類を選んでパネルにしました

主催／石川県言語聴覚士会　後援／北国新聞社

『言語聴覚の日』記念イベント
～聞こえとことばの
　障害への対応～
場所 石川県庁 19階展望ロビー

交流コーナー付近（講座・展示とも）

日時 平成23年9月4日（日）
10時30分～15時30分　【参加費：無料】

八
月
十
五
日
㈪
か
ら

八
月
十
七
日
㈬
ま
で

保
険
医
協
会

事
務
局
・
お
盆
休
み
の
ご
案
内

左
記
期
間
、お
盆
休
み
の
た
め
、

事
務
局
が
休
務
し
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【７月号の訂正とお詫び】
７月号１面の「都道府

県別の乳幼児医療費助成
制度の違い」の表下注記
末行の「（児童扶養手当
法準用）」は、「（児童手
当法準用）」の誤りでし
た。訂正し、お詫び致し
ます。

県庁会議室で開かれた要請活動
（写真前列左から2番目が西田直巳会長）

石川県補助金交付要綱の見直しが大きな焦点に
子どもの医療費 現物給付化を求めて

県への申し入れ
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水
道
水
フ
ッ
化
物
濃
度
調
整（
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
）の

実
験 

─ 

う
蝕
予
防
効
果 

─

一
九
四
五
年
、
北
米
の
三
地
域
（
米
国
の
二
地

域
、
カ
ナ
ダ
の
一
地
域
）
に
お
い
て
フ
ロ
リ
デ
ー

シ
ョ
ン
の
実
験
が
開
始
さ
れ
、
い
ず
れ
も
実
験
地

域
に
対
応
し
た
対
照
地
域
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
の
地
域
（
グ
ラ
ン
ド
・
ラ
ピ
ッ
ズ
）
で

は
、
実
験
の
終
了
を
待
た
ず
に
、
そ
の
対
照
地
域

で
も
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
開
始
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
予
防
効
果
を
評
価
す
る
た

め
に
、
実
験
開
始
前
、
開
始
十
年
後
、
お
よ
び
天

然
の
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
地
域
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
の
う
蝕
有
病
状
況
が
比
較
さ
れ

ま
し
た
。

そ
う
し
た
実
験
地
域
の
一
つ
グ
ラ
ン
ド
・
ラ

ピ
ッ
ズ
市
の
場
合
、
永
久
歯
の
う
蝕
予
防
効
果

は
、
年
齢
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
四
八

〜
七
六
％
の
抑
制
が
示
さ
れ
ま
し
た
（
図
１
）。

フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
歯
の
フ
ッ
素
症
の 

発
現
状
況

フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
実
施
前
の
エ
ヴ
ァ
ン
ス

ト
ン
市
で
は
、
歯
の
フ
ッ
素
症
の
発
現
率
が
一
・

四
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
実
施
十
四
年
後
に

は
一
五
・
九
％
に
上
昇
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、

審
美
的
に
影
響
の
な
い
「
軽
度
」
以
下
の
エ
ナ
メ

ル
質
の
白
斑
に
限
ら
れ
て
お
り
、
問
題
と
な
る

「
中
等
度
」
以
上
の
歯
の
フ
ッ
素
症
は
発
現
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
十
年

後
の
ニ
ュ
ー
バ
ー
グ
市
で
は
、
歯
の
フ
ッ
素
症
の

発
現
率
が
一
七
・
八
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

そ
の
対
照
地
域
で
は
〇
・
七
％
で
し
た
。
こ
こ
で

も
発
現
し
て
い
た
の
は
「
軽
度
」
以
下
の
も
の
で

し
た
。
こ
の
と
き
、
フ
ッ
化
物
が
原
因

と
は
見
な
さ
れ
な
い
「
突
発
性
エ
ナ
メ

ル
斑
」
の
発
現
は
、
対
照
地
域
の
方
が

フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
地
域
よ
り
も
む

し
ろ
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
（
対

照
地
域
一
八
・
八
％
、
フ
ロ
リ
デ
ー

シ
ョ
ン
地
域
八
・
二
％
）。
日
本
に
お
け

る
天
然
フ
ッ
化
物
調
査
（
１
）
で
も
、
同

様
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
お
そ

ら
く
、
飲
料
水
中
の
フ
ッ
化
物
が
う
蝕

の
初
期
的
な
症
状
で
あ
る
脱
灰
を
抑

え
る
た
め
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
審
美
的

に
問
題
の
な
い
歯
の
フ
ッ
素
症
が

一
〇
〜
二
〇
％
発
現
す
る
替
わ
り
に
、

う
蝕
を
半
分
以
下
の
レ
ベ
ル
に
抑
え

る
と
い
う
方
法
で
す
。

そ
こ
で
は
、「
突
発
性
エ
ナ
メ
ル
斑
」

の
発
現
が
一
〇
％
程
度
抑
え
ら
れ
ま

す
の
で
、
公
衆
衛
生
的
な
立
場
か
ら
歯
の
フ
ッ
素

症
の
発
現
と
審
美
性
を
評
価
す
る
と
き
に
は
、

フ
ッ
化
物
以
外
の
原
因
に
よ
る
歯
の
白
斑
の
抑

制
に
つ
い
て
も
考
慮
に
入
れ
て
評
価
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

米
国
に
お
け
る
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及

米
国
で
は
、
こ
う
し
た
成
果
を
受
け
て
徐
々
に

フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
地
域
が
拡
大

し
、
米
国
疾
病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
予
防
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
の
調
査
（
２
）
に
よ
れ
ば
、
州
ご
と
に

差
は
あ
り
ま
す
が
、
公
共
水
道
を
利
用
す
る
米
国

人
口
の
う
ち
至
適
フ
ッ
化
物
濃
度
の
水
を
受
け

て
い
る
割
合
は
、
一
九
九
二
年
の
六
二
・
一
％
か

ら
二
〇
〇
六
年
に
は
六
九
・
二
％
ま
で
増
加
し
ま

し
た
。

日
本
で
は
、
一
九
五
二
年
に
京
都
山
科
地
区
に

お
い
て
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
実
験
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン

を
実
施
し
て
い
る
地
域
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
の

歯
科
公
衆
衛
生
は
、
そ
の
有
意
義
な
手
段
を
欠
い

た
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
、
日
本

に
お
け
る
歯
科
公
衆
衛
生
の
位
置
づ
け
が
は
っ

き
り
し
な
い
理
由
の
一
つ
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

社
会
経
済
的
な
格
差
を
縮
め
る
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン

─ 

英
国
の
場
合 

─

健
康
の
公
正
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
フ
ロ

リ
デ
ー
シ
ョ
ン
は
、
そ
の
最
良
の
方
策
の
一
つ
で

す
。一

九
九
三
〜
四
年
、
五
歳
児
を
対
象
に
英
国
の

フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
地
区
（
フ
ッ
化
物
濃
度

0.7 ppm

以
上
）
お
よ
び
非
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン

地
区
（
同
じ
く 0.3 ppm
未
満
）
に
お
け
る
地
域

相
関
研
究
に
よ
っ
て
、
そ
の
平
均
乳
歯
う
蝕
経
験

歯
数
と
経
済
的
な
状
況
（
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
・
ス
コ

ア
）
と
の
相
関
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
フ
ロ
リ
デ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
健
康
の
経
済
的
な
格
差
が
解

消
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
（
３
）。

フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
地
区
の
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
・

ス
コ
ア
と
平
均
乳
歯
う
蝕
経
験
歯
数
と
の
間
の

相
関
の
傾
き
は
、
非
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
地
区
の

お
よ
そ
半
分
と
な
り
、
こ
の
こ
と
は
地
理
的
な
不

公
平
が
有
意
に
減
少
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
と
く
に
、
経
済
的
に
豊
か
な
地
区
に
お
い
て

よ
り
も
、
そ
う
で
は
な
い
地
区
に
お
い
て
、
そ
の

格
差
の
縮
減
が
大
き
く
、
健
康
格
差
の
改
善
の
た

め
に
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
は
有
効
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
ま
し
た
（
図
２
）。

フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
も
つ
健
康
格
差
を
改

善
す
る
能
力
は
、
人
々
が
特
別
な
対
応
を
要
求
さ

れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
「
受
動
的
な
機
能
」
に

あ
る
よ
う
で
す
。
従
来
の
う
蝕
予
防
の
戦
略
は
、

多
く
を
個
人
の
対
処
能
力
に
頼
る
傾
向
に
あ
り

ま
し
た
。
英
国
の
歯
科
健
康
教
育
の
専
門
家
に
よ

れ
ば
、
歯
科
健
康
教
育
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
評
価
し

た
と
き
、
恵
ま
れ
た
学
校
の
児
童
に
お
い
て
有
意

な
改
善
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
恵
ま
れ
な
い
学
校

の
児
童
に
は
そ
う
し
た
こ
と
は
な
く
、
歯
科
保
健

に
お
け
る
格
差
が
さ
ら
に
増
加
す
る
傾
向
が
見

ら
れ
た
そ
う
で
す
。
う
蝕
は
、個
人
（
あ
る
い
は
、

保
護
者
や
家
庭
）
の
責
任
に
帰
せ
ら
れ
が
ち
で
す

が
、
恵
ま
れ
た
環
境
の
児
童
は
、
そ
れ
だ
け
で
健

康
行
動
が
良
好
な
傾
向
に
あ
り
、
さ
ら
な
る
予
防

手
段
を
受
け
る
費
用
、
機
会
お
よ
び
そ
の
継
続
性

に
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
全
て
の
児
童

（
成
人
で
も
！
）
に
対
し
て
、
児
童
を
取
り
巻
く

環
境
の
改
善
に
よ
っ
て
等
し
く
健
康
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

と
き
と
し
て
、
う
蝕
が
減
少
し
た
地
域
に
フ
ロ

リ
デ
ー
シ
ョ
ン
は
不
要
で
は
な
い
か
と
い
う
意

見
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
ま
た
、
中
に
は
、
フ
ッ

化
物
濃
度
調
整
さ
れ
た
水
道
水
の
全
て
が
飲
ま

れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
工
業
や
清
掃
な
ど
に
多
く

の
水
が
使
用
さ
れ
る
た
め
、
フ
ッ
化
物
濃
度
調
整

の
費
用
に
は
無
駄
が
多
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

し
か
し
、
感
染
症
の
流
行
が
見
ら
れ
な
い
か
ら

と
い
っ
て
水
道
水
の
塩
素
消
毒
が
中
止
さ
れ
る

こ
と
は
な
く
、
塩
素
消
毒
さ
れ
た
水
道
水
が
多
く

の
場
所
で
単
純
に
水
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

う
蝕
は
、
地
域
や
経
済
状
況
に
よ
っ
て
有
病
状

況
に
格
差
が
存
在
し
、
ま
た
、
そ
の
リ
ス
ク
は
年

齢
に
伴
っ
て
個
人
的
に
も
変
化
し
ま
す
の
で
、
一

貫
し
た
予
防
手
段
の
提
供
が
不
可
欠
で
す
。
と
も

あ
れ
、
公
衆
衛
生
活
動
に
お
い
て
は
、
健
康
に
お

け
る
公
平
性
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
な
方
策
が
採

用
さ
れ
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
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歯
科
特
別
編
／
八
木

　稔（
そ
の
２
）

患
者
サ
イ
ド
か
ら
は
専
門
家
と
思
わ
れ

て
い
る
一
般
歯
科
医
師
の
中
に
は
「
費
用
対

効
果
や
Ｅ
Ｂ
Ｍ
に
関
し
て
は
特
に
異
論
は

な
い
が
、
た
だ
上
水
道
へ
の
フ
ッ
素
化
と
な

る
と
各
個
人
に
選
択
肢
が
な
く
な
る
の
で

賛
成
で
き
な
い
」
と
す
る
意
見
が
あ
る
よ
う

だ
。
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
に
関
し

て
、
日
本
と
米
国
・
そ
の
他
の
実
施
諸
国
と

の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
八
木
先
生
に

は
次
回
以
降
、
こ
の
点
に
も
踏
み
込
ん
だ
記

述
を
期
待
し
た
い
。

【
副
会
長
　
平
田
米
里
（
野
々
市
町
・
歯
科
）】
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こ
の
た
び
、
内
閣
府
か
ら
国

民
生
活
基
礎
調
査
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
要

支
援
者
や
要
介
護
者
の
い
る
世

帯
に
占
め
る
単
独
世
帯
は

二
六
・
一
％
で
、
二
〇
〇
一
年

の
大
規
模
調
査
か
ら
一
〇
・
四

ポ
イ
ン
ト
増
加
。
夫
婦
の
み
世

帯
な
ど
を
含
む「
核
家
族
世
帯
」

も
二
・
一
ポ
イ
ン
ト
増
え
て

三
一
・
四
％
で
し
た
。
要
介
護

者
の
中
で
高
齢
者
単
独
ま
た
は

高
齢
者
の
み
世
帯
が
急
増
し
て

い
ま
す
。

今
回
は
二
人
合
わ
せ
て
二
百

歳
の
ご
夫
婦
の
話
で
す
。
今
ま

で
訪
問
診
察
に
お
伺
い
し
た
高

齢
者
二
人
世
帯
の
中
で
は
断
ト

ツ
最
高
齢
で
す
。

基
井
桐
子
さ
ん
（
仮
名
）
は
、

今
年
で
百
一
歳
で
す
。
夫
の
志

功
さ
ん
は
九
十
九
歳
で
す
。
お

二
人
は
専
門
は
違
い
ま
す
が
、

国
文
学
者
で
す
。志
功
さ
ん
は
、

以
前
高
血
圧
で
私
の
外
来
に
通

院
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
少
し

遠
方
な
の
で
近
く
の
内
科
医
院

に
転
院
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

も
頭
痛
、
ふ
ら
つ
き
な
ど
神
経

内
科
疾
患
が
疑
わ
れ
た
と
き
に

は
、
私
の
外
来
に
時
々
み
え
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
桐
子
さ
ん
の

方
は
低
ナ
ト
リ
ウ
ム
血
症
に
よ

る
意
識
障
害
で
入
院
し
、
そ
の

後
、
転
倒
骨
折
な
ど
も
あ
っ
て

廃
用
が
進
み
、
発
語
が
な
く
食

事
摂
取
量
も
少
な
め
と
な
り
、

在
宅
療
養
を
希
望
さ
れ
ま
し

た
。
少
し
遠
方
な
の
で
す
が
、

ぜ
ひ
に
と
い
う
あ
り
が
た
い
ご

指
名
で
、
訪
問
診
察
が
開
始
に

な
り
ま
し
た
。

始
め
て
訪
問
し
た
と
き
、
二

つ
並
ん
だ
ベ
ッ
ド
の
周
り
は
、

天
井
ま
で
届
く
本
棚
に
ぎ
っ
し

り
と
専
門
書
が
つ
ま
っ
て
い

て
、
そ
れ
を
見
て
学
者
夫
婦
の

家
だ
な
と
感
心
し
ま
し
た
。
桐

子
さ
ん
は
要
介
護
５
で
す
。
訪

問
診
察
で
は
、
寝
て
い
る
方
は

座
っ
て
も
ら
い
、
座
っ
て
い
る

人
は
立
っ
て
も
ら
い
、
立
っ
て

い
る
人
は
歩
い
て
も
ら
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
太
田
仁
史
先

生
は
、
終
末
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
「
攻
め
る
も
守
る
も
こ

れ
一
戦
」
と
称
し
て
、
歩
行
能

力
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
桐
子

さ
ん
は
寝
返
り
も
う
て
な
い
の

で
す
が
、
手
引
き
で
な
ん
と
か

二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
歩
け
ま
す
。

寝
て
い
る
と
き
と
は
、
表
情
も

違
い
ま
す
。
桐
子
さ
ん
は
私
を

み
る
と「
お
世
話
に
な
り
ま
す
、

あ
り
が
と
う
」
と
何
度
も
話
さ

れ
ま
す
。
訪
問
看
護
と
訪
問
介

護
の
サ
ー
ビ
ス
が
入
っ
て
い
て

在
宅
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

九
十
九
歳
の
夫
は
、
同
年
齢

の
日
野
原
重
明
先
生
の
よ
う

に
、
少
し
斜
頸
ぎ
み
（
九
十
台

後
半
の
男
性
に
は
斜
頸
が
多

い
？
？
）
で
す
が
、
畳
か
ら
の

立
位
も
素
早
く
、
す
こ
ぶ
る
元

気
で
す
。
訪
問
す
る
と
必
ず
読

書
を
さ
れ
て
い
る
か
文
章
を
書

か
れ
て
い
ま
す
。
学
者
と
し
て

生
涯
現
役
で
す
。
こ
ち
ら
は
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
尊
敬

の
眼
差
し
で
す
。

志
功
さ
ん
は
、
姉
さ
ん
女
房

の
桐
子
さ
ん
を
い
と
お
し
む
よ

う
に
見
守
っ
て
い
ま
す
。
熱
が

出
た
と
か
、
痰
が
ご
ろ
つ
い
て

い
る
と
か
、
心
配
な
現
象
が
あ

る
と
、
私
の
携
帯
電
話
が
鳴
り

ま
す
。

桐
子
さ
ん
の
強
み
は
、
食
べ

る
こ
と
で
す
。
ペ
ー
ス
ト
状
の

食
事
を
し
っ
か
り
食
べ
ら
れ
ま

す
。「
熱
が
出
よ
う
と
咳
が
出

て
い
よ
う
と
、
食
べ
て
さ
え
い

れ
ば
、
ま
あ
、
慌
て
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
よ
」
と
、
基
井
さ

ん
に
限
ら
ず
、
介
護
者
に
よ
く

話
し
ま
す
。
映
画
評
論
家
の
淀

川
長
治
さ
ん
は
、
チ
ャ
ッ
プ
リ

ン
映
画
の
解
説
で
「
チ
ャ
ッ
プ

リ
ン
は
、
食
べ
ま
す
ね
、
食
べ

ま
す
ね
、
食
べ
ま
す
ね
。
こ
れ

が
力
の
元
な
ん
で
す
ね
」
と
話

さ
れ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま

す
。

訪
問
診
療
の
エ
ピ
ソ
ー
ド・そ
の
46

大
川

　義
弘（
金
沢
市・内
科
）

在宅
医療
在宅
医療

68

リレー・エッセーリレー・エッセー

│
老
老
介
護
│

二
人
合
わ
せ
て
二
百
歳
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●会員医療機関には１冊無料でお送りしました。
　（追加は１冊２,０００円です）
●石川県内の医療・福祉関係者には、１冊３,０００円で販売します。
　それ以外の個人・団体には販売しません。

病院マップ
を発刊！

ただ今、追加注文受付中
在庫が無くなり次第締め切ります。

●●●●医師とコ・メディカルのための講演会２０１１●●●●

電話 ０７６（２２２）５３７３／ＦＡＸ ０７６（２３１）５１５６

経口摂取実現の
ための実践的スキル 

テーマ

石川県保険医協会の人気シリーズ「医師とコ・メディカルのための講演会」、今年
は東名厚木病院 ( 神奈川県厚木市 ) 摂食嚥下療法部課長の小山珠美氏をお招きし
ます。
摂食・嚥下リハの実施にはチーム医療が不可欠で、医師、看護師、理学療法士、作
業療法士、言語聴覚士、栄養士など、患者さんにかかわるす
べてのスタッフが常に情報を共有する必要があります。
外来・在宅・施設の現場で、医師とコ・メディカルが共
有できる貴重な勉強の場になることを確信して、皆さまのご
参加をお待ちしております。
すべての医療職・介護職の皆さまに、参加をおすすめし

ます。

講　師 東名厚木病院 看護師 小山 珠美氏　
日　時 ２０１１年9月25日（日）　午後１時～３時
場　所 金沢都ホテル ５階「加賀の間」

※金沢駅東口正面（076-261-2111）

定　員 １００人（定員に達し次第、締め切らせていただきます）
参加費 5００円（会場受付にて徴収させていただきます）

申し込み
下記を明記して保険医協会までＦＡＸまたはE-mail で

こ　　 やま　　　たま　　み

主催／石川県保険医協会

たくさんの参加をお待ちします

医療機関・施設・勤務先名、申し込み代表者氏名、
参加人数、電話番号、職種を記載してください

●●●●医師とコ・メディカルのための講演会ｉｎ能登●●●●

保険医協会と能登北部医師会との共催企画

※お申し込みは、石川県保険医協会まで
　電話 ０７６（２２２）５３７３／ＦＡＸ ０７６（２３１）５１５６

傷の正しい治し方テーマ

創傷治療の３原則に基づく驚異の創傷治療
～褥瘡のラップ療法～

　今回の講師は、昨年も大好評であった「褥瘡のラップ
療法」で有名な、東鷲宮病院副院長で褥瘡・創傷ケア
センター長の水原章浩先生にご足労いただけることに
なりました。在宅医療において、必要不可欠な新しい
創傷・褥瘡についての知識を吸収いただければ
幸いです。どうぞ、多数のご参加をお待ちして
おります。

講　師 医療法人三和会東鷲宮病院 水原 章浩先生

日　時 ２０１１年１０月３０日（日）　午前１０時～正午
場　所 輪島市文化会館
定　員 １００人（定員に達し次第、締め切らせていただきます）

※ＦＡＸまたは電話にて石川県保険医協会まで、お申し込みください。

参加費 無 料
対　象 医師およびコ・メディカル

※受講者には「生涯教育受講証」を発行します

ひがしわしのみやびょういん
みず     はら　　 あき　   ひろ

主催／石川県保険医協会・能登北部医師会

石 川 保 険 医 新 聞 2011年8月10日（毎月15日発行）（8）第472号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）



六
月
三
十
日
に
訪
問
し
ま
し

た
。
院
長
の
品
川
誠
先
生
は
じ

め
五
人
の
方
に
対
応
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

市
立
輪
島
病
院
は
、
地
域
で

一
次
医
療
か
ら
二
・
五
次
医
療

ま
で
を
担
う
病
院
で
、
二
十
四

時
間
対
応
で
地
域
医
療
を
支
え

て
い
ま
す
。
輪
島
市
内
で
、
入

院
医
療
が
提
供
で
き
る
唯
一
の

医
療
機
関
と

な
っ
て
い
ま

す
。
開
業
医

の
い
な
い
地

区
に
は
、
舳

倉
島
を
は
じ

め
と
し
て
出

張
診
療
所
を

三
カ
所
開
設

し
て
い
る
と

の
こ
と
で
し

た
。「
沿
革
」

に
は
昭
和

十
八
年
に
関

係
住
民
三
万

人
で
最
初
の

建
設
用
地
の

整
地
を
し
た
と
あ
り
、
地
域
に

支
え
ら
れ
、
地
域
を
支
え
て
い

る
病
院
の
性
格
が
う
か
が
え
ま

す
。公

立
能
登
総
合
病
院
の
取
材

の
時
も
感
じ
ま
し
た
が
、
地
域

の
医
療
の
（
絶
対
的
）
供
給
量

が
少
な
い
と
き
に
は
、
基
幹
病

院
が
一
定
程
度
、
自
己
完
結
的

に
医
療
を
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
輪
島
病
院
も
そ
う
い
っ
た

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
思

い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
紹

介
率
一
四
・
八
％
、
逆
紹
介
率

一
一
・
九
％
と
い
う
数
字
に
現

れ
て
い
ま
す
。
市
立
輪
島
病
院

は
、
誕
生
か
ら
介
護
と
看
取
り

ま
で
、
そ
の
間
の
救
急
医
療
、

専
門
医
療
か
ら
〝
か
か
り
つ
け

医
＂
的
日
常
診
療
を
担
っ
て
い

ま
す
。

取
材
に
先
立
ち
（
計
画
的
で

は
な
く
、
た
ま
た
ま
早
く
着
き

過
ぎ
た
の
で
）
民
間
の
輪
島
診

療
所
を
訪
問
し
、
診
療
所
か
ら

み
た
輪
島
病
院
に
つ
い
て
の
話

も
聞
い
て
き
ま
し
た
。
輪
島
病

院
の
夜
間
、
休
日
の
対
応
が

し
っ
か
り
し
て
お
り
、
ま
た
開

放
型
病
床
の
利
用
や
医
療
機
器

の
利
用
な
ど
も
ス
ム
ー
ズ
で
、

病
診
連
携
上
特
に
問
題
は
無
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

開
放
型
病
床
の
利
用
率
が
低

い
こ
と
（
五
床
で
二
一
％
）
に

つ
い
て
は
、
診
療
所
側
も
努
力

が
必
要
と
話
さ
れ
た
ほ
ど
で
し

た
。
救
急
入
院
と
な
っ
た
場
合

に
、
事
後
と
な
る
が
、
す
ぐ
に

診
療
情
報
提
供
書
を
書
く
の

で
、
開
放
型
病
床
利
用
と
し
て

も
ら
え
な
い
か
と
い
う
の
が
唯

一
の
注
文
で
し
た
。
そ
の
旨
、

病
院
側
に
伝
え
ま
し
た
。「
緊

急
の
入
院
依
頼
に
は
、
担
当
の

医
師
が
対
応
し
基
本
的
に
は
受

け
入
れ
て
い
る
」。
入
院
時
に

診
療
所
の
医
師
の
情
報
提
供
に

対
す
る
要
望
を
お
聞
き
し
た
と

こ
ろ
、「
独
居
の
方
が
入
院
す

る
場
合
の
連
絡
先
、
簡
単
な
Ａ

Ｄ
Ｌ
な
ど
の
情
報
が
あ
る
と
助

か
る
」と
の
こ
と
で
し
た
。「
施

設
か
ら
の
紹
介
入
院
の
場
合
は

決
め
ら
れ
た
書
式
が
あ
り
ま

す
」。「
要
介
護
者
が
施
設
か
ら

転
送
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
施
設

の
籍
が
無
く
な
り
、
結
局
、
病

院
の
療
養
病
床
に
転
病
棟
し
な

が
ら
再
調
整
が
必
要
に
な
る
」。

輪
島
市
全
体
の
医
療
・
介
護
の

流
れ
を
知
ら
せ
有
機
的
に
な
る

よ
う
行
政
機
関
が
主
体
と
な
っ

て
「
わ
じ
ま
ケ
ア
ネ
ッ
ト
」
の

会
が
発
足
に
至
っ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。

病
院
と
し
て
、
連
携
す
る
診

療
所
に
対
す
る
要
望
が
あ
り
ま

す
か
と
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、

具
体
的
に
は
特
に
な
い
が
、
開

放
型
病
床
の
利
用
、
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
の
出
席
な
ど
を
通
し

て
、
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り

が
必
要
と
の
こ
と
で
し
た
。「
年

一
回
の
輪
島
市
内
の
診
療
所
医

師
と
の
懇
談
会
に
は
、
当
直
の

医
師
以
外
全
員
出
席
し
て
い

る
」「
病
院
の
敷
居
が
高
い
と

感
じ
て
い
る
診
療
所
や
施
設
が

な
く
な
る
よ
う
に
病
院
側
の
意

識
を
変
え
て
い
か
ね
ば
」
と
も

語
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
医
療
と
し
て
、
訪
問
診

療
、
訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、「
訪

問
診
療
は
三
地
区
、
訪
問
看
護

は
三
十
四
人
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
は
三
人
実
施
し
て

い
ま
す
」「
輪
島
病
院
に
か
か
っ

て
い
た
方
で
、
通
院
困
難
に

な
っ
た
方
が
対
象
で
、
訪
問
看

護
と
一
緒
に
対
応
し
て
い
る
」

「
開
業
医
が
い
な
い
地
域
に
多

く
行
っ
て
い
る
」
と
の
こ
と
で

し
た
。
本
当
に
〝
か
か
り
つ
け

医
＂
的
日
常
診
療
で
す
。

取
材
が
終
わ
り
、
玄
関
先
ま

で
く
る
と
通
り
か
か
っ
た
赤

ち
ゃ
ん
連
れ
の

若
い
母
親
に
、

看
護
部
長
さ
ん

が
に
っ
こ
り
と

声
を
か
け
、
そ

の
場
に
暖
か
い

空
気
が
流
れ
ま

し
た
。
輪
島
病

院
が
石
川
県
で

初
め
て
Ｗ
Ｈ
Ｏ

ユ
ニ
セ
フ
か
ら

「
赤
ち
ゃ
ん
に

や
さ
し
い
病

院
」
の
認
定
を

受
け
た
の
も
宜

（
う
べ
）
な
る

か
な
と
感
じ

て
、
病
院
を
後

に
し
ま
し
た
。

県内病院の
地域医療連携室を訪ねて

県内病院の
地域医療連携室を訪ねて

（輪島市山岸町は1番1地　TEL；0768-22-2222）
http://www.city.wajima.ishikawa.jp/wajimahp/

市立輪島病院第5回

理
事

　大
川

　義
弘（
金
沢
市・内
科
）

二・五
次
医
療
ま
で
を
二
十
四
時
間
対
応
で

敷
居
の
低
い
病
院
を
め
ざ
し
て
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品川誠院長（写真奥右）をはじめ、五人の方々から約一時間半に
わたって輪島病院のめざす医療について熱心に語っていただいた

赤ちゃんを抱えた患者さんとなごやかに会話するスタッフ
受付の上には、壁幅一杯の輪島塗のパネルが飾られている

受付右側の頭上に掲げられている輪島病院の基本理念

地域医療連携室を取材

199床（一般病床146床、療養病床49床、
感染症病床4床）の市立輪島病院



核
戦
争
を
防
止
す
る
石
川

医
師
の
会
主
催
「N

uclear 
A

bolition D
ay

」（
核
兵
器
廃

絶
記
念
日
）
の
行
事
が
六
月
五

日
に
行
わ
れ
、
香
林
坊
大
和
前

で
白
衣
を
着
た
会
員
の
医
師
や

歯
科
医
師
が
、
核
兵
器
廃
絶
を

訴
え
る
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
い
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
世
界
同
時
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
の
開
催
は
今
年
で
二
回
目
で

し
た
が
、
三
月
十
一
日
の
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
東
京
電
力
福

島
原
発
事
故
の
影
響
か
、
核
兵

器
禁
止
条
約
の
制
定
に
向
け
た

署
名
活
動
も
積
極
的
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
石
川
県
教
育
会
館

で
、
広
島
で
被
爆
さ
れ
た
元
金

沢
大
学
法
学
部
教
授
の
岩
佐
幹

三
氏
の
〝被
爆
証
言
を
聴
く
会
＂

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
時

十
六
歳
の
氏
は
爆
心
地
か
ら

一
・
二
キ
ロ
で
被
爆
し
ま
し
た
。

お
母
様
は
家
の
下
敷
き
に
な

り
、
迫
る
猛
火
に
「
早
う
逃
げ

ん
さ
い
」
と
言
っ
て
、
お
祈
り

の
言
葉
を
唱
え
始
め
た
の
で

す
。
数
日
後
、
家
の
焼
け
跡
の

灰
の
中
か
ら
マ
ネ
キ
ン
人
形
に

コ
ー
ル
タ
ー
ル
を
塗
っ
て
焼
い

た
よ
う
な
お
母
様
の
遺
体
を
掘

り
出
し
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、

妹
さ
ん
も
女
学
校
の
作
業
中
に

被
爆
し
、
未
だ
に
ど
こ
で
亡
く

な
っ
た
か
も
分
か
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

同
年
五
月
に
お
父
様
を
病
気

で
亡
く
し
た
氏
は
、
原
爆
孤
児

と
な
り
、
広
島
市
内
を
歩
き

回
っ
た
た
め
、
急
性
放
射
能
障

害
の
症
状
に
見
ま
わ
れ
ま
し
た

が
、
幸
運
に
も
治
療
に
よ
り
回

復
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。

ま
た
、
国
際
赤
十
字
か
ら
派

遣
さ
れ
た
医
師
の
国
際
的
救
援

要
求
を
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
は
、

拒
否
し
ま
し
た
。
日
本
政
府
も

こ
れ
に
同
調
し
、
非
人
道
的
な

原
爆
投
下
に
向
き
合
う
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で
す
。
今
日
、
被

爆
者
に
対
す
る
政
策
が
過
小
評

価
さ
れ
、
い
ま
だ
に
原
爆
症
認

定
は
わ
ず
か
一
％
の
た
め
、
原

爆
症
認
定
集
団
訴
訟
と
な
っ
て

い
る
の
を
見
て
も
、
国
の
責
任

放
棄
は
明
ら
か
で
す
。

引
き
続
き
、
映
画
『
は
だ
し

の
ゲ
ン
』
が
上
映
さ
れ
、
父
と

姉
、
弟
の
三
人
を
亡
く
し
な
が

ら
も
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
ゲ

ン
は
、
ま
さ
に
岩
佐
幹
三
氏
そ

の
人
だ
と
、
多
く
の
観
客
が
感

じ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

多
く
の
被
爆
者
の
方
々
が
高

齢
の
た
め
、
亡
く
な
っ
て
い
る

現
状
の
中
、
世
界
で
唯
一
の
被

爆
国
と
し
て
、
私
た
ち
日
本
人

は
そ
の
実
態
を
知
り
、
戦
争
の

悲
惨
さ
や
放
射
能
の
恐
ろ
し
さ

を
伝
え
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
先
般
の
東
日
本
大
震
災

後
の
福
島
原
発
の
事
故
に
よ
る

放
射
能
汚
染
は
広
島
・
長
崎
に

比
べ
、
い
ま
だ
収
束
し
て
い
な

い
現
在
で
も
、
百
〜
三
百
倍
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
核
兵
器
に

よ
る
放
射
能
汚
染
と
原
子
力
発

電
所
の
放
射
能
汚
染
と
は
、
質

に
お
い
て
違
う
よ
う
に
思
い
が

ち
で
す
が
、
ど
ち
ら
も
人
類
が

開
発
し
た
科
学
技
術
に
よ
る
も

の
で
す
。
人
災
と
い
う
点
で
は

共
通
し
て
い
る
の
で
す
。

日
本
人
と
し
て
、
戦
後
初
め

て
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞

し
た
湯
川
秀
樹
博
士
が
ア
メ
リ

カ
の
研
究
所
へ
招
か
れ
た
折
、

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
博
士
に
会

い
ま
し
た
。
彼
は
、
湯
川
博
士

の
両
手
を
握
り
締
め
て
激
し
く

泣
き
出
し
、「
原
爆
で
何
の
罪

も
な
い
日
本
人
を
傷
つ
け
て
し

ま
い
ま
し
た
・
・
・
許
し
て
下

さ
い
」
と
、
何
度
も
繰
り
返
し

た
の
で
す
。
原
爆
は
、
ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
が
一
九
〇
五
年
に

発
表
し
た
特
殊
相
対
性
理
論
、

「E=m
c

2

」
と
い
う
公
式
を
基

に
し
た
兵
器
だ
っ
た
の
で
す
。

目
の
前
で
世
界
最
高
の
科
学
者

が
肩
を
震
わ
せ
て
涙
に
暮
れ
て

い
る
姿
を
見
て
、「
人
間
」
ア

イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
良
心
に
触

れ
た
彼
は
、
学
者
は
研
究
室
の

中
が
世
界
の
す
べ
て
に
な
り
が

ち
だ
が
、
世
界
の
平
和
な
く
し

て
学
問
は
な
い
と
い
う
考
え
に

至
り
、
以
後
、
積
極
的
に
平
和

運
動
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。

私
た
ち
医
師
＆
歯
科
医
師

は
、科
学
者
の
一
員
と
し
て
〝命

と
平
和
＂
を
守
る
責
任
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
一
人
ひ

と
り
が
何
が
で
き
る
か
、
そ
し

て
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！

三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
は
、
東
北
・
関
東

を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
。
私
が
所
属
す
る
病
院

か
ら
も
、
地
震
発
生
直
後
か
ら

五
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
医
療
支
援

を
行
い
、
お
お
む
ね
一
週
間
単

位
で
、
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護

師
、
事
務
職
員
な
ど
四
人
編
成

で
、
十
次
の
支
援
チ
ー
ム
を
派

遣
し
た
。

支
援
先
は
、宮
城
県
の
塩
釜
・

多
賀
城
地
域
の
災
害
拠
点
病
院

と
な
っ
て
い
る
塩
釜
市
の
坂
総

合
病
院
で
あ
っ
た
。
私
が
、
参

加
し
た
五
月
中
ご
ろ
は
、
震
災

後
二
カ
月
を
過
ぎ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
現
地
の
様
子
が
ず
い

ぶ
ん
変
化
し
て
い
た
。一
時
は
、

三
十
カ
所
ほ
ど
あ
っ
た
避
難
所

も
、
四
カ
所
と
な
り
、
避
難
所

の
人
た
ち
も
千
人
弱
で
、
巡
回

診
療
が
必
要
な
避
難
所
は
二
カ

所
に
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
避
難
所
に
指
定
さ

れ
た
建
物
は
、
居
住
す
る
た
め

に
作
ら
れ
た
施
設
で
は
な
い
体

育
館
や
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
が
な
い
所
に
、
二

カ
月
以
上
も
避
難
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
現
状
に
、
憤
り
を
感

じ
た
。
避
難
所
か
ら
出
て
い
く

人
た
ち
が
い
る
一
方
で
、
残
ら

ざ
る
を
得
な
い
人
た
ち
が
い

る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
に
経
済

的
な
問
題
が
あ
り
、
よ
り
困
難

な
人
々
が
、
一
番
、
厳
し
い
状

況
に
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
思

え
た
。

避
難
所
の
巡
回
診
療
に
出
か

け
る
前
に
、
気
に
な
る
被
災
者

の
申
し
送
り
が
さ
れ
る
。
熱
を

出
し
て
い
た
り
、
咳
が
続
い
て

い
た
り
、
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
な

人
た
ち
だ
。「
問
題
患
者
」
と

し
て
、
申
し
送
ら
れ
た
高
血
圧

の
被
災
者
が
い
た
。
か
か
り
つ

け
医
の
受
診
を
薦
め
て
も
、
や

は
り
薬
を
取
り
に
来
ら
れ
る
。

す
で
に
近
隣
の
医
療
機
関
が
再

開
し
て
い
た
の
で
、
薬
は
ア
ム

ロ
ジ
ピ
ン
二
・
五
ミ
リ
グ
ラ
ム

三
日
間
の
み
を
お
渡
し
す
る
だ

け
で
あ
る
。

こ
の
被
災
者
の
方
と
お
話
し

し
て
、
大
震
災
に
よ
る
津
波
で

自
分
の
家
が
壊
さ
れ
て
、
避
難

所
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
事
態

を
、
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
で
い
る
の
で
は
、
と
思
っ

た
。
何
が
起
こ
っ
た
の
か
理
解

で
き
な
い
上
に
、
い
ろ
ん
な
人

た
ち
が
支
援
に
入
る
。
寝
る
場

所
の
提
供
が
あ
り
、
食
事
の
提

供
、入
浴
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。

「
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
」
っ
て
尋
ね
る
と
、「
大

丈
夫
で
す
。
元
気
に
や
っ
て
い

ま
す
」
と
答
え
ら
れ
る
。

あ
る
高
齢
の
被
災
者
の
話
で

あ
る
。「
こ
の
避
難
所
に
い
れ

ば
、
上
げ
膳
据
え
膳
で
、
い
ろ

ん
な
こ
と
を
し
て
も
ら
え
る

が
、
仮
設
住
宅
に
移
っ
た
ら
、

果
た
し
て
自
分
で
生
活
で
き
る

か
心
配
だ
」
と
。
今
ま
で
な
ん

と
か
自
立
し
て
い
た
高
齢
者

が
、
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
環
境

で
の
長
期
の
避
難
所
生
活
を
強

い
ら
れ
る
中
で
、
日
常
生
活
動

作
や
生
活
能
力
が
低
下
し
て
し

ま
う
こ
と
は
明
ら
か
だ
。私
は
、

「
避
難
所
症
候
群
」
と
ネ
ー
ミ

ン
グ
し
た
が
、
あ
る
専
門
家
が

「
生
活
不
活
発
病
」
と
呼
ん
で

い
た
。

今
回
の
大
震
災
は
、
日
本
が

超
高
齢
化
社
会
に
な
っ
て
初
め

て
体
験
し
た
、
大
規
模
の
災
害

だ
っ
た
。
神
戸
の
大
震
災
の
時

は
、
高
齢
化
社
会
に
入
り
か
け

た
時
代
で
、
都
会
だ
っ
た
。
中

越
の
地
震
は
、
高
齢
化
社
会
で

あ
っ
た
が
、
過
疎
地
の
上
、
そ

れ
ほ
ど
大
規
模
で
は
な
か
っ

た
。今

ま
で
の
災
害
の
対
応
は
、

ひ
と
ま
ず
避
難
所
に
避
難
し
急

場
を
し
の
い
で
、
仮
設
住
宅
な

ど
の
過
度
的
な
住
宅
に
移
り
、

長
期
的
な
生
活
の
場
を
用
意
す

る
と
い
う
仕
組
み
が
で
き
て
い

た
。し
か
し
、「
超
高
齢
化
社
会
」

の
災
害
が
、
従
来
の
よ
う
な
マ

ニ
ュ
ア
ル
で
良
い
の
か
ど
う

か
、
考
え
る
必
要
が
あ
り
そ
う

だ
。最

近
に
な
っ
て
、
仮
設
住
宅

で
の
高
齢
者
の
孤
独
死
が
報
じ

ら
れ
て
い
る
。
私
の
危
惧
が
現

実
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
心
配

し
て
い
る
。

いの
ち
と
平
和
を
守
る

医
師・歯
科
医
師
の
使
命

江
守

　道
子
（
金
沢
市
・
歯
科
）

岩佐幹三氏（右から2番目）と筆者（左から2番目）

東
日
本
大
震
災
の

医
療
支
援
を
経
験
し
て

原

　和
人
（
金
沢
市
・
外
科
）

全国の仲間と共に支援活動に参加（右が筆者）
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七
月
一
日
か
ら
七
日
間
、
上

海
で
開
催
さ
れ
た
「
日
中
社
会

保
障
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
聴
講

に
出
か
け
た
。

金
沢
大
学
の
社
会
保
障
関
係

の
教
室
と
上
海
金
融
学
院
と
の

学
術
交
流
で
、
テ
ー
マ
は
「
高

齢
化
と
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
体

制
」
で
あ
る
。
金
沢
大
学
か
ら

は
「
人
権
」
の
井
上
英
夫
教
授
、

「
福
祉
経
済
」
の
横
山
寿
一
教

授
を
筆
頭
に
、
教
授
、
助
教
授
、

院
生
な
ど
門
下
生
十
三
人
の
出

席
で
、
医
師
は
保
険
医
協
会
会

員
の
莇
昭
三
先
生
と
小
生
の
二

人
。シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
上
海

老
年
学
会
や
上
海
社
会
保
障
学

会
の
会
長
を
始
め
、師
範
大
学
、

交
通
大
学
な
ど
の
関
連
教
授
が

多
数
来
場
し
て
い
た
。
日
本
側

の
報
告
は
、「
介
護
保
険
制
度

の
現
状
と
課
題
な
ど
」
で
、
中

国
側
の
主
報
告
は
上
海
社
保
学

会
の
副
会
長
・
桂
教
授
が
さ
れ
、

「
上
海
も
高
齢
化
が
進
み
、
一

人
っ
子
政
策
な
ど
の
影
響
で
一

層
深
刻
化
し
、
対
策
が
急
が
れ

る
」
と
い
う
よ
う
な
主
旨
だ
っ

た
（
僕
の
向
か
い
に
着
席
し
て

た
そ
う
だ
が
、
大
半
が
社
会
復

帰
し
た
と
い
う
。
驚
い
た
こ
と

は
、
実
に
開
放
的
な
村
で
、
元

患
者
さ
ん
は
極
め
て
お
お
ら
か

で
、
人
な
つ
っ
こ
く
、
外
来
の

見
学
者
に
気
持
ち
良
く
応
じ
て

く
れ
た
こ
と
だ
。
周
辺
の
村
と

の
往
来
も
あ
り
、
わ
ず
か
の
年

金
と
畑
の
収
穫
で
の
生
活
の
よ

う
で
あ
っ
た
。
南
京
大
学
医
学

部
学
生
が
、
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
の

よ
う
に
宿
泊
し
て
、
生
活
を
共

に
す
る
時
も
あ
る
よ
う
だ
。
短

時
間
の「
聞
き
取
り
調
査
」だ
っ

た
が
、
な
ご
や
か
な
歓
談
で

あ
っ
た
。

「
南
京
大
虐
殺
記
念
館
」
も

見
学
し
た
。
展
示
物
は
、
日
本

の
雑
誌
な
ど
の
写
真
で
断
片
的

に
目
に
し
た
こ
と
の
あ
る
物
が

大
半
で
あ
っ
た
が
、「
お
ど
ろ

お
ど
ろ
し
い
」
内
容
は
、
戦
時

の
狂
気
な
日
本
兵
が
行
っ
た
蛮

行
に
違
い
な
い
と
思
っ
た
。
新

た
に
認
識
し
た
の
は
、
南
京
攻

略
の
〝戦
場
＂
を
〝狂
喜
し

て
＂
連
日
報
道
し
た
『
朝
日
新

聞
』『
毎
日
新
聞
』の
紙
面
の
〝異

容
さ
＂
だ
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
が

権
力
に
迎
合
し「
国
民
を
煽
り
、

戦
争
に
駆
り
立
て
る
」
役
割
を

十
二
分
に
果
た
し
て
い
た
。
決

し
て
過
去
の
こ
と
で
は
な
い
と

思
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
上
海
の
夏
の

暑
さ
は
、
日
本
人
の
我
慢
の
限

界
を
超
え
て
い
る
。

今
回
は
、
三
・
一
一
の
震
災

の
問
題
か
ら
つ
な
が
る
日
本
の

抱
え
る
問
題
を
浮
き
彫
り
に
し

て
、
私
た
ち
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
か
と
警
笛
を
鳴
ら
し
て
く

れ
ま
し
た
。
大
変
貴
重
な
講
演

で
し
た
の
で
、
要
約
を
報
告
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

◇

日
本
で
は
、「
無
縁
社
会
」

や
「
孤
族
」
と
い
っ
た
言
葉
に

表
さ
れ
る
よ
う
に
、
近
年
、
社

会
に
お
け
る
孤
立
化
（
社
会
的

排
除
）
の
リ
ス
ク
が
増
大
し
て

い
ま
す
。
大
震
災
で
は
、
社
会

的
排
除
の
リ
ス
ク
を
高
め
、
リ

ス
ク
を
抱
え
た
人
を
直
撃
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
震

災
で
は
大
規
模
な
津
波
災
害
で

家
や
車
、
土
地
、
財
産
を
な
く

し
た
方
が
大
勢
い
ま
す
。
お
金

が
あ
れ
ば
県
外
へ
自
力
で
移
住

で
き
ま
す
し
、
親
戚
を
頼
っ
て

県
外
へ
行
く
人
も
い
ま
す
。
避

難
所
生
活
を
し
て
い
る
人
は
、

社
会
的
に
生
活
が
困
難
な
人
が

凝
集
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

こ
れ
か
ら
復
興
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
た
復

興
が
求
め
ら
れ
、
避
難
生
活
で

死
者
を
出
さ
な
い
、
仮
設
住
宅

で
孤
立
を
生
ま
な
い
、
復
興
過

程
で
格
差
を
生
ま
な
い
こ
と
が

い
た
中
年
の
大
層
美
人
な
上
海

社
保
学
会
の
女
性
秘
書
長
に
見

と
れ
て
、
肝
心
の
講
演
の
メ
モ

が
お
留
守
に
な
っ
た
）。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
中
国
側
は

日
本
の
介
護
保
険
な
ど
老
人
福

祉
施
策
に
強
い
関
心
が
あ
り
、

「
毎
年
交
互
の
国
で
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
よ
う
」
と
積
極

的
な
提
案
が
あ
っ
た
と
言
う
。

金
沢
大
学
に
留
学
し
、
学
位
を

取
っ
て
帰
国
し
た
上
海
在
住
の

中
国
人
の
学
者
た
ち
が
準
備
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
大
き
な

成
果
を
生
ん
だ
よ
う
だ
。

翌
々
日
は
、
汽
車
で
南
京
へ

移
動
し
た
。
七
月
一
日
に
開
通

し
た
ば
か
り
の
上
海
・
北
京
間

の
新
幹
線
で
、
上
海
虹
橋
駅
か

ら
南
京
北
駅
ま
で
一
時
間
ほ
ど

の
乗
車
。
日
本
の
新
幹
線
に
比

べ
て
、座
席
の
「
ゆ
っ
た
り
さ
」

が
な
い
よ
う
に
感
じ
た
。

南
京
で
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
の
「
快
復
者
村
」
を
見
学
し

た
。
通
州
市
の
郊
外
の
周
囲
に

青
々
と
し
た
畑
が
連
な
る
田
舎

に
、
長
屋
の
よ
う
な
建
物
が
幾

棟
も
並
び
、
現
在
は
二
十
八
人

ほ
ど
の
元
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
さ

ん
が
住
ん
で
い
た
。
一
九
七
〇

年
代
は
三
百
人
も
集
ま
っ
て
い

イタリアは日本と同様、火山と地震が多い。
シチリア島にあるエトナ山は標高3,323メートル、ヨーロッパ最大

の活火山である。
シチリア島の北方

ティレニア海にあるス
トロンボリ島は、海底
2,000メートルから突
き出している火山で、
ヨーロッパで唯一の常
時噴火の火山として有
名である。

地球内部のマグマの
巨大なエネルギーを感
じさせる。

「
日
中
社
会
保
障
シン
ポジ
ウム
」

の
聴
講
に
出
か
け

井
澤

　宏
夫
（
金
沢
市
・
内
科
）「日中社会保障シンポジウム」の聴講にに出かけた金沢大学からの参加者（右が筆者）

「
無
縁
社
会
と
貧
困
」を

　
　
　
　

 

乗
り
越
え
て

〜
こ
の
国
の
明
日
を
考
え
る

斉
藤

　典
才
（
金
沢
市
・
外
科
）

保
団
連
夏
季
セ
ミ
ナ
ー・
湯
浅
誠
氏
講
演
を
聞
い
て

（
十
二
面
に
続
く
）

会会 寄寄員員 稿稿
イ
タ
リ
アの
火
山

河
野

　晃
（
金
沢
市
・
小
児
科
）
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「日中社会保障シンポジウム」の様子

ハンセン病患者の「快復者村」

メッシナ海峡から見るエトナ火山、噴煙がうっすらと見える

ストロンボリ火山、約15分ごとに噴煙を噴き上げ、
小規模火砕流が海に流れ落ちる



大
切
と
説
き
ま
す
。

今
回
の
震
災
で
は
、
市
役
所

の
職
員
が
十
分
役
割
を
果
た
し

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
も
と
も
と
市
町

村
合
併
に
よ
り
行
政
の
職
員
数

が
削
減
さ
れ
、
大
変
な
中
で
い

ろ
ん
な
こ
と
に
対
応
し
て
い
る

の
が
実
情
で
す
。
避
難
所
を
ま

わ
り
、
管
理
者
に
「
障
害
者
は

ど
の
く
ら
い
の
数
が
い
る
の
で

す
か
」
と
尋
ね
る
と
、
車
椅
子

生
活
の
数
だ
け
答
え
、
自
閉
症

や
認
知
症
は
把
握
し
て
お
ら

ず
、
管
理
し
て
い
る
人
が
正
確

な
実
態
を
把
握
で
き
て
い
な
い

の
が
分
か
り
ま
す
。

ま
た
、
障
害
者
用
の
避
難
施

設
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
方
々
は
、
今
で
も
自

宅
で
避
難
し
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
方
々
の
安
否
確
認
、
身
元

確
認
を
急
い
で
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
が
、
阪
神
淡

路
の
と
き
に
は
、
行
政
が
各
自

治
体
か
ら
障
害
者
手
帳
の
リ
ス

ト
を
も
と
に
民
間
で
調
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
、

個
人
情
報
保
護
条
例
が
あ
り
、

行
政
が
持
つ
情
報
が
生
か
さ
れ

な
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

ま
た
、
阪
神
淡
路
で
は
、
仮

設
住
宅
で
二
百
数
十
人
の
孤
独

死
が
み
ら
れ
、
そ
の
と
き
の
教

訓
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
単
位

と
し
て
移
り
住
み
、
地
域
で
支

え
、
孤
独
死
を
生
ま
な
い
よ
う

に
す
べ
き
と
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
五
十
戸
に
一
カ
所

の
集
会
所
を
作
る
こ
と
が
当
初

発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
実

際
に
は
そ
う
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
避
難
民
は
数
十
キ
ロ
離
れ

た
内
陸
部
に
は
移
動
し
た
く
な

い
、
な
る
べ
く
生
活
し
て
き
た

近
く
で
建
設
し
て
欲
し
い
と
の

願
い
が
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し

被
災
し
た
海
側
に
は
広
い
土
地

は
な
く
、
社
会
か
ら
は
何
を
し

て
い
る
の
だ
と
非
難
さ
れ
、
急

い
で
作
っ
た
結
果
、
十
数
個
程

度
の
分
散
型
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

私
た
ち
の
経
験
で
は
、
ど
う

い
う
人
が
危
な
い
か
よ
く
分

か
っ
て
い
ま
す
。
四
十
歳
代
、

五
十
歳
代
の
男
性
で
す
。
特
徴

は
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
さ
な
い
こ
と

で
、
こ
う
し
た
方
々
に
は
、
何

ら
か
の
仕
事
が
提
供
さ
れ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
今
回
の
震
災
で
足
湯

が
有
名
に
な
り
ま
し
た
が
、
あ

れ
は
た
だ
十
五
分
足
湯
に
つ
か

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人

の
思
い
を
聞
き
出
す
た
め
の

ツ
ー
ル
と
し
て
大
変
有
効
で

す
。
人
は
大
丈
夫
で
す
か
と
聞

か
れ
て
も
、
大
丈
夫
で
す
と
し

か
答
え
ま
せ
ん
。
足
湯
を
し
て

い
る
と
、
自
分
か
ら
い
ろ
ん
な

思
い
を
語
っ
て
く
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
う
い
う
気
付
き

の
ア
ン
テ
ナ
が
と
て
も
大
切
で

す
が
、
私
た
ち
の
社
会
は
今
ま

で
ず
っ
と
そ
う
い
う
こ
と
を
後

回
し
に
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う

い
う
こ
と
を
普
段
か
ら
気
を
つ

け
て
お
か
な
い
と
、
い
ざ
と

な
っ
た
ら
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

日
本
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を

み
る
と
、
二
〇
〇
〇
年
で
は
三

人
で
一
人
の
高
齢
者
を
支
え

る
、
二
〇
五
〇
年
に
は
一
・
三

人
で
一
人
の
高
齢
者
を
支
え
る

構
造
に
変
化
し
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
い
っ
た
ら
、
日

本
の
社
会
は
回
ら
な
く
な
る
の

で
は
と
、
心
配
に
な
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
能
力
を
最
大
限

に
発
揮
で
き
る
よ
う
な
社
会
を

作
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

日
本
で
は
こ
の
十
三
年
間
、

毎
年
三
万
人
以
上
の
自
殺
者
が

出
て
い
ま
す
。
そ
の
人
た
ち
が

生
き
て
い
た
ら
二
兆
七
千
億
円

の
生
産
性
が
あ
っ
た
と
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
と
て
も
大
き
な
額

で
、
日
本
社
会
の
損
失
で
す
。

こ
の
約
四
十
万
人
の
背
後
に
は

百
万
人
の
家
族
が
い
ま
す
。
傷

を
負
っ
た
人
が
社
会
に
た
く
さ

ん
い
る
と
、
社
会
が
回
ら
な
く

な
り
ま
す
。
貧
困
や
、
自
殺
、

結
婚
で
き
な
い
、
就
職
で
き
な

い
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
な

く
な
っ
た
社
会
は
、
元
気
に
な

り
ま
す
。
い
ろ
ん
な
こ
と
を
少

し
ず
つ
対
応
し
て
い
く
こ
と

で
、本
人
の
た
め
だ
け
で
な
く
、

社
会
の
た
め
に
な
り
ま
す
。
社

会
が
回
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
切
り
替

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
災
害
対
策
、
対

応
も
そ
の
一
つ
で
す
。

生活設計をサポート！

保険医年金のおすすめ保険医年金のおすすめ
2011年度の加入・増口の受付が9月1日から始まります

お問い合わせは、
石川県保険医協会まで  Tel：076-222-5373 Fax：076-231-5156

この機会にぜひ加入・増口をご検討ください。
■お申込み期間：9月1日から10月25日まで
■ご 加 入 日：2012年9月1日
■予 定 利 率：1．258％
　　　　　　　　　 （2011年3月1日現在の予定利率で、将来変動することがあります）
■加 入 資 格：新規は満74歳、増口は79歳までの石川県保険医協会の会員
　　　　　　　　※保険医年金の満期は満80歳の誕生日直後の9月1日です。

○急な出費にも1口単位で解約できます  ○払込が困難な時には掛金中断も可能です
○年金受給時には
　①10年定額、②15年定額、③15年逓増、④20年逓増年金から選択、または一括受取
○万一の時にはご遺族に全額給付

40歳で月払10口（10万円）加入、70歳から10年定額で受給した場合
受給額：月々約  37万円、年間約442万円

　保険医年金は、国の公的年金制度が不十分なためにつくられた医師・歯科医師を対象とする積立型の年金
制度（拠出型企業年金保険）です。1968年発足以来40年以上の実績があり、現在では加入者約5万6千人、積
立金額1兆1千億円を超え、わが国有数のスケールに発展しています。
　この制度では年金制度でもっとも大事な点である加入者の年金給付を守ることを重視し、これまでに年金
受給者の年金額をカットしたことは一度もありません。

月　払１口１万円（３０口まで）
一時払１口５０万円1回につき４０口まで

（　　　　）

※普及期間中には、三井生命、明治安田生命、富国生命の普及担当者がお伺いしますので、ご面談くださいますようお願いします。
※ここでは制度の概要をお知らせしております。詳細についてはパンフレット等をご請求ください。

自在性が魅力です！

ご加入例

（
十
一
面
の
続
き
）

■主催／石川県保険医協会　TEL（076）222̶5373

日  時 2011年10月10日
（月曜日・体育の日）

場  所 朱鷺の台カントリークラブ
時  間 午前８時30分スタート
参加費 会員4,000円（未入会員；5,000円）

ビジタープレー代 8,000円（各自、お支払いください）

※アクセスは、同クラブのホームページをご覧ください

（集合時間は7時45分）

2011年度 石川県保険医協会

チャリティーゴルフ大会
ご案内ご案内

東日本大震災
チャリティーコンサート

出演者募集の
お知らせ

と　き

ところ

参加費

石川県保険医協会
TEL（076）222－5373　FAX（076）231－5156
Ｅ-ｍａｉｌ： iskw_nagaura@doc-net.or.jp

2011年11月20日（日）
午後２時～５時・・・第１部　チャリティーコンサート
午後６時～８時・・・第２部　懇親パーティー（ブュッフェ＆飲み放題）

第１部／チャリティーコンサート 
金沢市民芸術村ミュージック工房
第２部／懇親パーティー
れんが亭（金沢市民芸術村敷地内）

コンサート：無　料
懇親パーティー：5,000円
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数年前、たまたま「シュウカツ」という言葉をテレビで知った。その時
はお恥ずかしいことに「トンカツ」を連想し、食べ物と思った。後日それ
が「就職活動」という意味を知り、赤面した。ところが最近はまた「コン
カツ」という言葉をたびたび聞く。ここ四半世紀で、結婚をめぐる社会情
勢が大きく変わった。

今回は、結婚や「婚活」のことを書いてみる。猛暑の夏に気楽に読み、笑っ
ていただければ幸いである。

● ● ● ● ● ● ● ● ●【読んだ本】● ● ● ● ● ● ● ● ●

【1】結婚の条件

著者の小倉は、フェミニストで優秀な心理学者でもあり、80年代から約
20年間、女子短大や女子大で教鞭を執っていた。授業はすごい人気で、教
室は常に満員だったという。上野千鶴子は「こんな芸のあるフェミニスト
はいなかった！」と絶賛している。

この本は、要はどうして結婚できない状況になったかの多角的な分析で、
初版より時間は若干たったが、今でも十分通ずる鋭い指摘と思う。オムニ
バス形式のエッセイ集だが、大阪出身の著者らしく、話題満載、サービス
精神旺盛で、とにかく面白い一冊である。

この中で二、三、印象に残った話題を紹介する。
①　少子化が問題になっているが、結婚しても自分の時間を持ちたいとい

う若い女性のブラックホールが理解できなければ、少子化対策は立てら
れない。この国の少子化対策はことごとく、ツボを外している。政府関
係者は、「VERY」でも読めと。

②　ある男子学生に結婚の条件はと聞くと、「自分の好きな肉じゃがを作っ
てくれる人。できれば美人がいい。僕が家に帰ると家にいてくれる人・・・」
と答える。これを女子学生に紹介すると、一斉に溜息が漏れる。「なんて、
幼いんだろう」と。一方、女子学生の願望とは、「子ども二人に習い事
をさせて、有名私立大学にいかせて、月１回ぐらいは高級レストランで
食事をし、年１回ぐらいは海外旅行に出かける。土曜日には旦那が子ど
もにサッカーを教える・・・」この話を男子学生にすると、教室内に漠

然とした怒りと不安のような「冬虫夏草」みたいなモノが浮遊する。
③　梅宮アンナと父親の話も抱腹絶倒。アンナは仕事のない青年実業家と

結婚、出産、さっと離婚、子育ては６人のベビーシッター任せ。成人式
にはパパからＢＭＷカブリオレを貰い、パパの誕生日にケーキを焼いて
あげるとパパは感極まって涙、涙。アンナの「平成のドラ娘」が、結婚
が女の労働という既存の概念をあっけなく破ってしまった。でも夫より
父に依存する生き方は、どんどん増えるであろうと予想する。
小倉の作品は、美味しい毒リンゴと評した方がいるが、読んでいる時は

面白く、あとでザクッとくる読後感が確かにあると思う。

【2】「婚活」時代

「格差社会」とか「パラサイトシングル」といった言葉を作った、家族
社会学者の山田昌弘と結婚、恋愛、少子化などを取材してきたジャーナリ
スト白河桃子の共著である。

今や若者の25%が生涯独身との予想もある。山田はこの結婚できない原
因を解明する。まず男性、特に若年層の経済力格差が根本であるとする。
今では「就職できない」「正規社員になれない」などで経済力のない男性
が増えているという。また女性に声をかけられない、コミュニケーション
能力の欠如が結婚に至らない原因という。一方、女性の側の問題を考える
と、結婚する相手に対する要求水準が高くなりすぎている。かつての日本
が一夫一婦制のオシドリ社会とすれば、今は一部のもてる男性にたくさん
の女性が殺到するオットセイ型社会になったと解説する。

白河は、この時代にかつての「見合い」に代わる「結婚情報サービス」
についても紹介している。このサービスが「お見合い仲人型」「データマッ
チング型」「インターネット型」に分類されるなど、豊富な取材、経験を
もとに解説している。

とにかく、就職活動をしないと就職が得られないように、婚活をしない
と結婚ができない時代になったようである。最後に結婚したい男女へのア
ドバイス、「女性たちよ、狩りにでよ。男性たちよ、自分を磨け」と。

【3】喜婚男と避婚男

アラフォー世代で、小さなマーケッティング会社を営む、慶應出身のツ
ノダ姉妹。裏表紙の写真を見ると、なかなかの美人。姉はバツイチで、妹
は一児の母。【１】【２】で語られた結婚難時代が行き着いたのが、「オウ
チ（家（いえ）ではない！）第一主義」の男性が出現した、今の時代であり、
面白く解説している。芸能ネタ、有名人ネタ満載の軽いノリで一気に読ま
せてくれる。

まず「喜婚男」の定義とは、妻への愛を照れないで堂々と語る。オウチ
で過ごす時間が一番好きで大事に考える。子育ては、今しかできないと頑
張る。自分なりの得意な家事があり、面倒とは思わない。「喜婚男」の先
駆者として、「雅子さんのことは僕は一生全力で守ります」と言われた皇
太子殿下を挙げ、ダルビッシュを「偽装喜婚男」と断罪している。

次に「避婚男」の定義は、結婚をメリットとは考えずデメリットが多い
ものと考える。オウチで過ごす時間が一番好きで大事にしている。一人で
楽しめる趣味・生きがいを持っている。趣味や価値観が共通のココロの友・
同志を持っている。「避婚男」の代表として、中田英寿を挙げ、松本人志
は「避婚男」から、「喜婚男」への転向者と切っている。

さて、このような「喜婚男」「避婚男」が出現した状況が、女にとって
も良い時代なのだろうか。ツノダ姉の夫は「喜婚男」だったが、離婚した。
80〜90年前半まで女性の社会進出がもてはやされた「女の時代」から90年
後半からの「喜婚男」「避婚男」に代表される男のオウチ進出の「男の時代」
へ。この点については、彼女たちは、ちやほやされ、キャリアウーマンと
言われた著者たち自身のほろ苦い反省がある。結局、「喜婚男」「避婚男」の、
どちらにも肩入れはしていない。でも、いずれ次に来る「男の時代」のう
ねりを、期待を込めて見ていきたいのだそうだ。

「東大」「医学部」「芸能界」が、小倉によれば女性の ｢成功恐怖」とい
う当事者でなければ分からない場所だという。「東大」「医学部」に進学す
ると、女子学生は在学中に相手を見つけなければならない。つまり、社会
にでると男は、「東大」「女医」と聞くと、引いてしまうのである。まあ、
例外はあるでしょうが。でも割り切って、僕「主夫」しますと宣言する「喜
婚男」が現れるかもしれないが・・・。

今回の三冊、男が弱くなり草食化し、女は逞しく強くなったと、この国
では男より女のほうが本当は優秀じゃないかと、なでしこジャパンの活躍
をテレビで見つつ思うのである。

○テーマ─○テーマ─ 結婚難時代
喜多　徹（野々市町・内科）

複眼的に思索する複眼的に思索する
32その読書教室読書教室

【1】結婚の条件
●著者：小倉千加子
●出版：�朝日文庫�

（2007年1月初版�
（単行本初版は2003年））

【2】「婚活」時代
●著者：山田昌弘、白河桃子
●出版：ディスカバー携書
� （2008年3月初版）

【3】喜婚男と避婚男
●著者：ツノダ姉妹
●出版：新潮新書

（2011年5月初版）
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ど
こ
の
病
院
も
、
外
来
待
ち
時
間
は
長
い
。
ド
ク
タ
ー
は

ト
イ
レ
に
も
行
け
ず
、懸
命
に
外
来
を
こ
な
し
て
い
る
。や
っ

と
二
時
ご
ろ
に
午
前
の
部
が
終
了
。
急
い
で
昼
食
を
食
べ
、

ひ
と
息
つ
き
な
が
ら
午
後
の
診
療
に
出
か
け
て
い
く
。
私
も

待
つ
の
は
苦
手
だ
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
五
分
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
た
め
に
、
二
時
間
も
並
ん
で
待
つ
な
ん
て
ゴ
メ

ン
だ
。
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
で
、
小
銭
を
一
枚
一
枚
出
し
て
い

る
オ
バ
チ
ャ
ン
に
も
イ
ラ
イ
ラ
す
る
。
少
し
で
も
昼
休
み
を

と
り
、
午
後
の
仕
事
に
備
え
た
い
が
、
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

先
日
、
大
規
模
理
髪
店
で
の
こ
と
。
す
ぐ
に
理
髪
台
に
案

内
さ
れ
た
が
、
客
が
多
く
、
そ
れ
か
ら
が
長
い
。
三
十
分
ほ

ど
し
て
、
店
長
ら
し
い
方
が
店
全
体
を
見
回
し
な
が
ら
、
髪

に
ハ
サ
ミ
を
入
れ
た
。
私
の
頭
は
、
あ
ま
り
見
て
い
な
い
。

次
に
、
別
の
店
員
が
、
ひ
げ
を
剃
る
。
カ
ミ
ソ
リ
の
柄
か
ら

一
滴
、
石
鹸
水
が
私
の
ズ
ボ
ン
に
。
も
う
こ
の
店
は
や
め
と

こ
う
・
・
・
。
医
療
現
場
で
も
、
忙
し
く
な
る
と
、
一
人
当

た
り
の
診
察
時
間
は
短
く
な
る
し
、
カ
ル
テ
記
載
も
い
い
加

減
に
な
る
。私
自
身
も
そ
れ
ほ
ど
忙
し
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

同
様
の
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
あ
る
。「
急
い
で
回
れ
」

じ
ゃ
な
く
「
急
が
ば
回
れ
」
な
の
は
十
分
承
知
し
て
い
る
の

だ
が
。

予
約
制
も
、
田
舎
診
療
所
に
は
馴
染
ま
な
い
。
予
約
で
な

い
方
が
遠
慮
し
、
予
約
日
以
外
、
受
診
で
き
な
い
と
誤
解
も

生
じ
る
。
対
策
は
な
い
か
。
忙
し
い
と
予
想
す
る
時
は
、
診

療
開
始
時
間
を
早
め
る
。
昨
今
の
節
電
お
願
い
の
よ
う
に
、

患
者
さ
ん
に
空
い
て
い
る
時
間
帯
を
勧
め
る
。
こ
れ
ま
で
の

患
者
数
動
向
を
考
慮
す
る
。
天
候
の
影
響
、
連
休
前
後
は
忙

し
い
、
正
月
や
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ウ
イ
ー
ク
の
四
週
間
後
、
八

週
間
後
は
暇
。
こ
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
、
少
し
は
余
裕
が

生
ま
れ
る
と
思
っ
て
い
る
。

頭
痛
の
患
者
さ
ん
が
、
し
ば
し
ば
来
院
す
る
。
訴
え
を
聞

き
、
必
要
に
応
じ
て
検
査
し
、
診
断
を
す
る
。
問
診
で
「
大

丈
夫
」
と
私
が
ま
ず
判
断
し
た
症
例
の
中
で
、
後
に
行
う
Ｃ

Ｔ
検
査
で
ク
モ
膜
下
出
血
と
分
か
り
、
慌
て
る
こ
と
が
何
回

か
あ
っ
た
。
本
人
に
説
明
し
、
家
族
に
電
話
し
、
直
ち
に
救

急
隊
と
病
院
に
連
絡
す
る
。
よ
う
や
く
病
院
に
無
事
到
着
し

た
時
は
、
ほ
っ
と
す
る
。
も
し
、
ゆ
と
り
が
無
く
て
見
逃
そ

う
も
の
な
ら
と
考
え
る
と
、
ゾ
ッ
と
す
る
。

会員リレーエッセー　　◆◆144◆◆

【第5回】
キューバの医療制度（プライマリーケア、ファミリードクター制度）

斉藤典才医師の
さい  とう  のり  とし

斉藤　典才（金沢市・外科）

12回シリーズ 原
稿
募
集
中
　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

キ
ュ
ー
バ
の
医
療
提
供
体
制

は
、
図
に
示
す
よ
う
に
役
割
分

担
が
き
っ
ち
り
と
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
二
〇
〇
九
年
度
に
は
医

科
大
学
が
二
十
四
カ
所
、
研
究

セ
ン
タ
ー
一
四
カ
所
、
州
病
院

＋
市
町
村
病
院
二
百
十
九
カ

所
、
ポ
リ
ク
リ
ニ
コ
（
地
区
診

療
所
）四
百
九
十
八
カ
所
、フ
ァ

ミ
リ
ー
ド
ク
タ
ー
一
万
四
千
七

カ
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ほ
か
に
、
歯
科
病

院
が
百
六
十
五
カ
所
、

産
科
病
院
二
百
八
十
九

カ
所
、
障
害
児
施
設

三
十
八
カ
所
、
老
人

ホ
ー
ム
百
四
十
三
カ
所

が
あ
り
ま
す
。

下
の
表
は
、
革
命
前

と
現
在
の
医
師
数
な
ら

び
に
健
康
度
の
変
化
を

示
し
て
い
ま
す
。
革
命

後
に
は
経
済
的
に
困
難

な
時
代
が
続
い
た
に
も

関
わ
ら
ず
医
療
に
は
手

厚
く
予
算
を
投
入
し
、

医
科
大
学
を
二
十
四
校

に
増
や
し
、
医
師
数
も
約
六
千

人
か
ら
約
七
万
二
千
四
百
人
に

増
加
さ
せ
、
現
在
の
医
師
の
半

数
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
ド
ク

タ
ー
で
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
ド
ク

タ
ー
制
度
に
つ
い
て
で

す
が
、
基
本
的
に
ひ
と

つ
の
オ
フ
ィ
ス
で
は
医

師
一
人
、
看
護
師
一
人

が
ペ
ア
を
組
ん
で
運
営

さ
れ
、
医
師
の
住
居
と

診
療
所
が
同
一
建
物
内

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
地
域
住
民
か
ら
は
極

め
て
近
い
存
在
で
す
。

診
療
ス
タ
イ
ル
で
す

が
、
午
前
は
オ
フ
ィ
ス

で
診
療
を
行
い
、
午
後

は
往
診
に
出
る
そ
う
で

す
。
私
た
ち
が
訪
問
し

た
フ
ァ
ミ
リ
ー
ド
ク

タ
ー
は
、
約
千
三
百
人
の
地
域

住
民
を
カ
バ
ー
す
る
大
き
な
オ

フ
ィ
ス
で
、
所
長
は
女
性
医
師

で
、
男
性
の
副
所
長
と
二
人
体

制
で
し
た
。

待
合
室
は
十
畳
ほ
ど
で
、
か

な
り
手
狭
で
す
。
診
察
室
に
は

余
裕
を
持
っ
て
「
急
が
ば
回
れ
」

舩
木
　
昇
（
輪
島
市
・
内
科
）

机
が
一
つ
と
カ
ル
テ
棚
が
あ
る

だ
け
で
、
医
療
器
具
と
し
て
は

血
圧
計
と
、
聴
診
器
、
体
重
計

の
み
で
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
は

あ
り
ま
せ
ん
。

カ
ル
テ
は
個

人
用
だ
け
で
な

く
家
族
単
位
の

も
の
が
あ
り
、

そ
こ
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
家
庭
の

教
育
レ
ベ
ル
だ

と
か
、
ど
の
よ

う
な
仕
事
を
し
て
い
る
か
、
犬

を
飼
っ
て
い
る
か
、
下
水
な
ど

の
衛
生
状
況
、
ゴ
ミ
の
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
た
く
さ

ん
家
族
が
い
て
狭
い
と
こ
ろ
に

住
ん
で
い
る
と
か
、
あ
ら
ゆ
る

情
報
が
詰
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

所
長
は
言
い
ま
す
。「
病
院
を

作
る
よ
り
も
、
こ
う
し
た
フ
ァ

ミ
リ
ー
ド
ク
タ
ー
を
作
る
こ
と

が
大
切
で
、
病
気
を
予
防
し
、

教
育
が
必
要
で
、
で
き
る
だ
け

生
活
の
習
慣
を
変
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
こ
こ
で
は
千
三
百

人
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
こ

の
中
に
は
、
乳
幼
児
三
人
、
妊

婦
四
人
が
い
ま
す
。
こ
の
二
つ

は
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
で
は

も
っ
と
も
大
切
に
し
て
い
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
」。

こ
の
徹
底
し
た
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
ケ
ア
ぶ
り
は
、
他
国
に
あ

る
で
し
ょ
う
か
？

囲 碁

（解答は3面にあります） （解答は3面にあります）

持
駒

　歩

黒先　10分で二、三段以上
〈ヒント〉 利き筋を打つまでの手順が
 ポイントです。 

〈ヒント〉 5三の歩が働くように……。
 10分で初段

■出題　九段　石榑郁郎
■出題　九段　西村一義

123456
一
二
三
四
五
六

金
香桂
玉

歩
馬

角

金

銀

中級編 中級編

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ 9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え3面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独5 □ 1
7 9 8 3

8 9 4 6
5 4 2

8 2 9
4 3 8
7 1 4 2

3 2 7 6
1 □ 5
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ファミリードクター
（医院＋住居）の外観

中央が所長、右が副所長

待合い室の風景

厚　生　省

全 国 病 院 大学、研究センター、バイオ医療産業

地区診療所（ポリクリニコ）

ファミリードクター

各州衛生センター、血液銀行、
社会福祉サービス州　病　院

市町村病院

一次医療

二次医療

三次医療

キューバの福祉医療制度の概要

1959年 2009年

医師数
6,286人

ほとんどは都市部で診療
革命後は半数が国外へ。

72,416人
47.8%がファミリードクター
過疎地も含め全地域で診療

医科大学 1校 24校

保健衛生状況 伝染性疾患がまん延 ワクチンでの予防医療の充実

乳児死亡率
（1,000人あたり） 60人以上 4.7人

（日本は2.9人、米国7.0人）

平均寿命 60歳以下 78歳（先進国なみ）

医療資源と国民の健康指標の変遷


